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3月1日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
タイヤケアホントの話【意外と理解されていない「夏用タイヤ」と「スタッドレスタイヤ」の違
い】…３面／トラック運送事業者のための経営のヒント【自ら動かなければ改善できない】
…５面／食の新旧街道を行く【冬野菜の道②雪と水で育つ「勝山水菜」】…７面

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！（TBSラジオ系列全国33局ネット）全日本トラック協会
presents

　本番組は、トラック運送業界の安全や環境等への取り組み
などを内外に広くPRするとともに、パーソナリティの宮崎瑠依
さんと皆川玲奈TBSアナウンサーが、車に関する話題や音楽
で全国のドライバーの皆さんの安全運行をサポートします。

・  3月の特別番組放送予定
３月１０日（金）	「Gマーク制度」について［流通経済大学	学長	野尻	俊明	氏］
３月１７日（金）	トラック行政の最近の取組について①［国土交通省自動車局	貨物課長	加藤	進	氏］
３月２４日（金）	トラック行政の最近の取組について②［　　　　　　	　　〃　　　	　　　　　　］
３月３１日（金）	平成２９年春の全国交通安全運動［国土交通省自動車局	安全政策課長	平井	隆志	氏］

3月の名言

日本の詩人、彫刻家。代表作は詩集『道程』『智恵子抄』、彫刻作品『手』など。＜出典：ウェブサイト「高村光太郎　名言・格言集」＞

高村 光太郎（1883.3.13 ～ 1956.4.2）

人を信じることは人を救ふ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

2/15〜3/14  9855
3/15〜4/14  3516

２・３
・	トラック協会ニュース
・	官公庁ニュース（国交省等）

８ ・		モノはこうして運ばれる
	　	「雪輸送」
　　㈱村山興業（新潟県）

排雪作業に取り組んでいる
ロータリー車㊧と同社のダンプ車

６ ・		交通事故防止!!わが社の取り組み
　㈲吉部運送（山口県）

４ ・		準中型免許制度特集
　3月12日からスタート

７ ・	物流経営士研修会を開催

５ ・	平成29年度ドライバー等
			安全教育訓練促進助成事業

運
賃「
値
上
げ
」
27
％
、

「
値
下
げ
さ
れ
た
」
は
11
％

第
３
回
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討
会
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」

　

第
１
部
の
研
修
会
で
は
︑

冒
頭
︑
山
本
部
会
長
が
﹁
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
︑
部
会
活
動
を
ま
す
ま
す

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
業
界

の
発
展
に
繋
げ
た
い
﹂
と
あ

い
さ
つ
︒

　

続
い
て
︑
星
野
良
三
全
ト

協
会
長
が
﹁
生
産
性
の
向
上

な
ど
︑
取
り
組
む
べ
き
課
題

が
山
積
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
お
い
て
︑
若
い
皆
様

の
力
に
大
い
に
期
待
し
て
い

る
﹂
と
述
べ
︑
部
会
員
を
激

励
し
た
︒ 

　

自
由
民
主
党
の
鈴
木
馨
祐

青
年
局
長
と
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
の
加
藤
進
貨
物
課

長
に
よ
る
来
賓
あ
い
さ
つ
の

後
︑﹁
青
年
経
営
者
等
に
よ

る
先
進
的
な
事
業
取
組
に
対

す
る
顕
彰
﹂
の
授
与
式
を
開

催
︒
金
賞
を
受
賞
し
た
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
足
立
支
部

青
年
部
︑
銀
賞
を
受
賞
し
た

群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年

部
会
︑
銅
賞
を
受
賞
し
た
石

川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部

会
︑㈲
山
藤
運
輸（
宮
城
県
）︑

川
崎
陸
送
㈱
（
東
京
都
）
に

対
し
て
︑
表
彰
状
な
ら
び
に

顕
彰
金
（
目
録
） 

が
授
与
さ

れ
た
︒
審
査
委
員
長
を
務
め

た
杉
山
雅
洋
早
稲
田
大
学
名

誉
教
授
が
講
評
を
述
べ
た

後
︑
受
賞
者
を
代
表
し
︑
金

賞
を
受
賞
し
た
東
京
都
ト
協

足
立
支
部
青
年
部
と
︑
銀
賞

を
受
賞
し
た
群
馬
県
ト
協
青

年
部
会
が
事
業
発
表
を
行
っ

た
︒ 

　

次
に
行
わ
れ
た
﹁
高
等
学

校
へ
の
車
両
寄
贈
式
﹂ 

で
は
︑

全
国
自
動
車
教
育
研
究
会
の

安
部
幹
也
理
事
（
福
岡
県
希

望
が
丘
高
等
学
校
自
動
車
科

長
）
に
山
本
明
徹
部
会
長
が

レ
プ
リ
カ
キ
ー
を
贈
呈
︒
さ

ら
に
︑
28
年
度
の
部
会
活
動

と
し
て
︑
熊
本
地
震
に
お
け

る
被
災
地
支
援
や
車
両
寄
贈

と
い
っ
た
社
会
貢
献
活
動
や
︑

他
団
体
青
年
組
織
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
た
こ
と
な

ど
を
報
告
し
た
︒ 

　

引
き
続
き
︑
特
定
非
営
利

活
動
法
人
福
岡
県
就
労
支
援

事
業
者
機
構
の
野
口
義
弘
理

事
が
﹁
協
力
雇
用
主
の
活
動

に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
後
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
お
け
る
人
材
確
保
対

策
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
と
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
︒
講
演
を
行
っ
た
野

口
氏
︑五
月
女
奈
緒
美
氏（
三

福
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社

長
︑新
潟
県
）︑丹
羽
悟
氏（
丹

羽
商
㈱
専
務
取
締
役
︑
愛
知

県
）︑
森
川
公
氏
（
道
前
運

送
㈱
代
表
取
締
役
社
長
︑
愛

媛
県
）
の
４
氏
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
︑
日
本
Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
の
小
坂
真
弘

代
表
取
締
役
社
長
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
︑
各
社

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
な
が

ら
︑
人
材
確
保
に
関
す
る
見

識
を
深
め
た
︒ 

　

研
修
会
終
了
後
に
行
わ
れ

た
交
流
会
で
は
︑
全
国
各
地

か
ら
参
集
し
た
部
会
員
た
ち

が
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
︑
積
極
的
な
情
報
交
換
な

ど
を
行
っ
た
︒ 

　

国
土
交
通
省
は
２
月
20

日
︑
第
３
回
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討

会
（
座
長
・
藤
井
聡
京
都
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
教

授
）
を
開
き
︑
昨
年
末
か
ら

今
年
１
月
に
か
け
て
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を

提
示
し
た
︒

　

調
査
対
象
は
全
国
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
１
７
７
６

者
で
︑
回
答
し
た
の
は
５
４

５
事
業
者
（
回
収
率
30
・
７

％
）︒
取
引
上
の
立
場
は
︑

﹁
元
請
け
﹂
が
61
・
８
％
を

占
め
︑
次
い
で
﹁
１
次
下
請

け
﹂
が
31
・
４
％
︑﹁
２
次

下
請
け
﹂
が
６
・
３
％
︒

　

主
な
輸
送
品
目
に
つ
い
て
︑

契
約
し
て
い
る
運
賃
体
系
は

﹁
貸
切
（
距
離
制
）﹂
が
49

・
４
％
︑﹁
個
建
て
﹂
が
29

・
６
％
︑﹁
貸
切（
時
間
制
）﹂

が
10
・
５
％
︒

　

費
用
収
受
の
状
況
に
つ
い

て
は
︑
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

に
つ
い
て
︑
38
・
６
％
が
収

受
で
き
て
い
る
（
運
賃
に
含

む
形
で
収
受
を
含
む
︑
以
下

同
様
）
と
し
︑
車
両
留
置
料

に
つ
い
て
は
33
・
６
％
が
︑

附
帯
業
務
料
（
仕
分
け
︑
検

品
︑
横
持
ち
等
）
は
42
・
９

％
が
︑
積
込
・
取
卸
料
に
つ

い
て
は
49
・
９
％
が
﹁
収
受

で
き
て
い
る
﹂
と
答
え
た
︒

　

最
近
︑
運
賃
の
変

更
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
︑﹁
値
上

げ
し
た
﹂が
26
・
９
％
︑

﹁
値
下
げ
さ
れ
た
﹂
が

10
・
６
％
︒

　

安
全
対
策
費
に
つ
い

て
︑
十
分
対
策
で
き
る

だ
け
の
支
払
い
を
も
ら

っ
て
い
る
と
答
え
た
の

は
26
・
５
％
で
︑
最
低

限
の
対
策
が
で
き
る
だ
け
の

支
払
し
か
も
ら
っ
て
い
な
い

事
業
者
が
54
・
２
％
︑
最
低

限
の
対
策
す
ら
で
き
て
い
な

い
と
す
る
事
業
者
も
19
・
３

％
を
占
め
た
︒

　

十
分
な
運
賃
・
料
金
収
受

の
た
め
に
︑
効
果
的
だ
と
思

う
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
︑﹁
過
剰
に
安
く
請
け
負

う
業
者
が
い
な
く
な
る
﹂
が

効
果
あ
り
と
答
え
た
割
合
が

93
・
９
％
で
最
も
多
く
︑
次

い
で
﹁
附
帯
作
業
・
高
速
代

を
別
立
て
で
収
受
で
き
る
環

境
を
作
る
﹂
が
93
・
２
％
と

多
か
っ
た
︒

　

ま
た
︑﹁
法
令
遵
守
で
き

な
い
業
者
へ
の
取
締
り
等
を

強
化
す
る
﹂
に
つ
い
て
89
・

５
％
が
︑﹁
国
が
下
限
運
賃

を
提
示
し
︑
違
反
が
あ
れ
ば

変
更
命
令
審
査
を
行
う
﹂
も

87
・
９
％
が
効
果
あ
り
と
答

え
た
が
︑﹁
下
限
運
賃
・
変

更
命
令
審
査
﹂
に
つ
い
て
は
５

・
９
％
が﹁
逆
に
支
障
あ
り
﹂

と
し
た
︒

　

な
お
︑
同
検
討
会
に
は
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
坂
本
克

已
副
会
長
と
馬
渡
雅
敏
副
会

長
が
出
席
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
部
会
（
山
本
明
徹
部
会

長
）
は
２
月
24
日
︑
東
京
都
新
宿
区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
て
︑平
成
28
年
度
全
国
大
会
を
開
催
し
た
︒﹁
と

も
に
歩
も
う　

新
し
い
未
来
へ
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
全
国

か
ら
約
７
３
０
人
の
部
会
員
が
参
加
︒
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
研
修
を
通
じ
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
次
代
の
担
い
手
た
ち
が
︑
互
い
に
研
鑽
・
交
流
す

る
場
と
な
っ
た
︒ 

　
﹁
準
中
型
免
許
﹂
の
創

設
を
伴
う
改
正
道
路
交

通
法
が
︑
い
よ
い
よ
３
月

12
日
に
施
行
さ
れ
る
︒﹁
準

中
型
免
許
﹂
は
︑
車
両

総
重
量
３
・
５
㌧
以
上
７

・
５
㌧
未
満
の
小
型
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
を
対
象
と
し
︑

普
通
免
許
の
経
験
を
問
わ

ず
に
︑
18
歳
で
取
得
が
可

能
だ
︒

　

こ
れ
ま
で
の
普
通
免
許

で
は
︑
小
型
で
も
運
転
で

き
な
い
ト
ラ
ッ
ク
が
多
く
︑

若
年
層
を
中
心
に
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
就
業
や
採
用
に

大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い

た
︒
人
手
不
足
が
一
層
深

刻
化
し
︑
若
年
ド
ラ
イ
バ

ー
の
確
保
を
最
重
要
課
題

と
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
に
と
っ
て
︑﹁
準
中
型

免
許
﹂
が
大
き
な
後
ろ
盾

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
（
２
、
４
面
に
関
連
記

事
）︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄
に
︑﹁
準
中

型
免
許
制
度
開
始
に
伴

う
啓
発
ポ
ス
タ
ー
﹂と﹁
自

動
車
識
別
シ
ー
ル
﹂
を
同

封
す
る
︒
ポ
ス
タ
ー
と
識

別
シ
ー
ル
は
︑
新
た
な
免

許
の
区
分
と
運
転
で
き
る

車
種
と
の
関
係
を
分
か
り

や
す
く
整
理
し
た
も
の

で
︑
シ
ー
ル
は
ト
ラ
ッ
ク

へ
貼
付
で
き
る
︒
ま
た
︑

ポ
ス
タ
ー
は
運
転
者
休
憩

施
設
な
ど
へ
掲
示
し
て
︑

制
度
内
容
の
周
知
に
活
用

さ
れ
た
い
（
詳
細
４
面
）︒

国
交
省

星野　良三
全ト協会長

山本　明徹
青年部会長

平成28年度青年部会全国大会を開催 
「ともに歩もう　新しい未来へ」テーマに

「準中型免許」
平成29年３月12日からスタート

若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
拡
大
に
期
待

「
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
「
自
動
車
識
別
シ
ー
ル
」
今
号
に
折
り
込
み

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ
る
業
界
の
発
展
目
指
す

全
ト
協

平成28年度青年部会全国大会（２月24日、京王プラザホテル）

人材確保に関する取り組みについてパネルディスカッションが行われた

第
３
回
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討
会

（
２
月
20
日
、
国
交
省
）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.2.15—
3.1

　３月初旬の昼間、あなたは高速道路のトンネル内を走行してい
ます。前方には乗用車が走行しています。出口が見えてきました。
この場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避けるた
めにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 85回〕「トンネルの出口に接近時」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～規制標識編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

下記の1～5の標識は、いずれも地が青、図が白の規制標識です。

❶  この標識は、高速自動車国道における牽引自動車の通行
区分を示している。（ ○・× ）

❷  この標識は、高速自動車国道における大型貨物自動車等
の通行区分を示している。（ ○・× ）

❸  この標識は、高速自動車国道又は自動車専用道路である
ことを示している。（ ○・× ）

❹  この標識は、近くに学校や幼稚園があることを示してい
る。（ ○・× ）

❺  この標識は、安全地帯であることを示している。　　　
（ ○・× ）

（解答は７面）

　

第
１
０
８
回
交
通
対
策
委

員
会
（
伊
藤
昭
人
委
員
長
）

が
２
月
16
日
︑
愛
知
県
み
よ

し
市
の
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
︒

　

議
事
と
し
て
︑
①
平
成
29

年
度
交
通
対
策
事
業
計
画

（
案
）
②
29
年
度
事
故
防
止

関
係
助
成
事
業
の
概
要
③
交

通
事
故
防
止
対
策
の
充
実
強

化
④
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

　

新
免
許
制
度
で
は
︑
採
用

担
当
者
や
運
行
管
理
な
ど
の

管
理
者
は
︑﹁
普
通
免
許
の

取
得
年
月
日
﹂
の
確
認
・
管

理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

新
免
許
制
度
下
で
︑
平
成

29
年
３
月
11
日
以
前
の
普
通

免
許
保
有
者
は
︑
自
動
的
に

﹁
５
㌧
限
定
準
中
型
免
許
保

有
者
﹂
と
み
な
さ
れ
︑
車
両

総
重
量
５
㌧
未
満
の
ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
で
き
ま
す
︒一
方
︑

同
年
３
月
12
日
以
降
の
普
通

免
許
保
有
者
が
運
転
で
き
る

の
は
車
両
総
重
量
３
・
５
㌧

未
満
の
ト
ラ
ッ
ク
に
限
ら
れ

ま
す
︒
こ
れ
ら
の
違
い
は
︑

現
行
の
普
通
免
許
保
有
者
が

次
の
免
許
更
新
時
期
が
来
る

ま
で
の
間
は
︑
免
許
証
に
明

記
さ
れ
ず
︑
免
許
証
の
自
動

車
の
種
類
を
見
た
だ
け
で
は

分
か
り
ま
せ
ん
︒
免
許
更
新

後
は
︑﹁
免
許
の
条
件
等
﹂に
︑

３
月
11
日
以
前
の
免
許
に
は

﹁
準
中
型
車
は
準
中
型
車

（
５
㌧
）
に
限
る
﹂
と
い
う

旨
が
記
載
さ
れ
ま
す
︒

　

ま
た
︑
同
年
３
月
11
日
以

前
の
普
通
免
許
保
有
者
で

も
︑
免
許
取
り
消
し
な
ど
で

３
月
12
日
以
降
に
免
許
を
取

り
直
し
た
場
合
︑
本
人
は
車

両
総
重
量
５
㌧
ま
で
運
転
で

き
る
と
認
識
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
︒こ
の
よ
う
に
︑

免
許
制
度
が
変
わ
っ
て
か
ら

の
数
年
間
は
︑
注
意
が
必
要

で
す
︒
免
許
証
の
交
付
年
月

日
だ
け
で
な
く
︑
取
得
年
月

日
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
︑

無
免
許
・
無
資
格
運
転
に
な

ら
な
い
よ
う
に
管
理
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
︒

ト
制
度
の
今
後
の
展
開
︱
︱

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
︑
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
︒

　

29
年
度
交
通
対
策
事
業
計

画
（
案
）
と
し
て
は
︑﹁
追

突
事
故
お
よ
び
交
差
点
︑
高

速
道
路
に
お
け
る
事
故
防
止

対
策
の
推
進
﹂を
図
る
た
め
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
テ
キ
ス
ト

を
活
用
し
た
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
初
任
運
転
者
教
育

等
に
つ
い
て
︑
実
施
体
制
等

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
︒
ま
た
︑
26

年
度
よ
り
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
の
共
催
で
実
施

さ
れ
て
い
る
﹁
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
﹂
で

は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
の

内
容
を
見
直
す
と
と
も
に
︑

効
果
的
な
映
像
を
活
用
し
た

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
内
容
刷
新
を

計
画
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑

安
全
対
策
機
器
の
普
及
促
進

に
関
し
て
は
︑
29
年
度
関
連

予
算
に
８
㌧
未
満
の
中
型
車

を
対
象
に
﹁
衝
突
被
害
軽
減

ブ
レ
ー
キ
装
置
導
入
促
進
助

成
﹂
と
し
て
２
億
円
を
新
た

に
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
︑
大
型

車
等
に
よ
る
左
折
時
巻
き
込

み
事
故
防
止
を
図
る
た
め
︑

﹁
側
方
視
野
確
認
支
援
装

置
﹂
を
助
成
対
象
機
器
に
追

加
し
た
︒

　

同
委
員
会
終
了
後
に
は
自

動
車
識
別
シ
ー
ル
貼
付
式
が

行
わ
れ
︑委
員
が
見
守
る
中
︑

伊
藤
委
員
長
が
中
型
ト
ラ
ッ

ク
に
シ
ー
ル
を
貼
付
し
た

（
関
連
４
面
）︒

　

ま
た
︑
研
修
セ
ン
タ
ー
の

施
設
見
学
会
も
開
催
さ
れ
た

（
関
連
３
面
）︒

巡
回
指
導
に
係
る
評
価
手

法
の
全
国
均
一
化
を
推
進

第
45
回
適
正
化
事
業
委
員
会

　

２
月
20
日
︑
第
45
回
適
正

化
事
業
委
員
会
（
粟
飯
原
一

平
委
員
長
）が
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
平
成
28
年

度
適
正
化
事
業
実
施
機
関
の

活
動
状
況
②
28
年
度
貨
物
自

議
会
を
開
催
し
た
︒

　

山
本
部
会
長
と
馬
渡
雅
敏

全
ト
協
副
会
長
に
よ
る
あ
い

さ
つ
に
続
き
︑
国
土
交
通
省

自
動
車
局
の
加
藤
進
貨
物
課

長
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
行
政
の
最

近
の
取
組
に
つ
い
て
﹂
を
テ

ー
マ
に
講
演
︒
講
演
後
の
質

疑
応
答
で
は
︑
加
藤
貨
物
課

長
と
部
会
員
と
の
間
で
将
来

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
展

望
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行

っ
た
︒

　

ま
た
︑協
議
事
項
と
し
て
︑

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
開
催
状
況

や
熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援

と
い
っ
た
28
年
度
の
業
務
報

告
を
行
う
と
と
も
に
︑
29
年

度
の
事
業
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
説
明
︒

　

続
い
て
︑
青
年
部
会
が
２

月
６
日
～
17
日
に
か
け
て
実

施
し
た
︑
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー

ト
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

お
け
る
女
性
雇
用
促
進
に
関

す
る
実
態
調
査
﹂の
結
果（
速

報
版
）
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
︒

　

さ
ら
に
︑
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

﹃
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

が
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者

に
対
し
て
行
う
指
導
・
監
督

指
針
（
平
成
29
年
３
月
施

行
）　

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
﹄

を
作
成
・
配
布
し
︑
運
転
者

教
育
を
励
行
す
る
︒

　

な
お
︑
冒
頭
︑
国
土
交
通

省
自
動
車
局
貨
物
課
ト
ラ
ッ

ク
事
業
適
正
化
対
策
室
の
高

橋
芳
則
室
長
か
ら
の
説
示
が

行
わ
れ
た
︒

適
正
化
事
業
の
信
頼
性
向

上
に
向
け
協
議

第
41
回
貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
対
策
協
議
会

　

２
月
22
日
︑
第
41
回
貨
物

自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
対

策
協
議
会
（
主
催
・
国
土
交

通
省
︑
議
長
・
野
尻
俊
明
流

通
経
済
大
学
学
長
）
が
開
催

さ
れ
た
︒

　

国
交
省
大
臣
官
房
の
堀
家

久
靖
審
議
官
に
よ
る
あ
い
さ

つ
の
後
︑
全
国
適
正
化
事
業

実
施
機
関
事
務
局
か
ら
︑
２

月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
第
45

回
適
正
化
事
業
委
員
会
で
の

承
認
事
項
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
た
︒

　

同
協
議
会
は
︑
学
識
経
験

者
や
マ
ス
コ
ミ
・
荷
主
関
係

者
や
一
般
消
費
者
︑
労
働
組

合
関
係
者
︑
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
者
関
係
者
等
で
構
成

さ
れ
︑
適
正
化
事
業
の
施
策

に
関
す
る
議
論
を
行
い
︑
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
の
信
頼

性
向
上
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
も
の
︒

　

委
員
か
ら
は
︑
巡
回
指
導

の
充
実
や
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の

認
知
度
向
上
な
ど
に
関
す
る

意
見
が
述
べ
ら
れ
︑
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
︒

社
会
貢
献
活
動
な
ど
28
年

度
の
活
動
状
況
を
報
告

青
年
部
会
全
国
代
表
者
協
議
会

　

２
月
23
日
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
青
年
部
会
（
山
本

明
徹
部
会
長
）
は
︑
平
成
28

年
度
第
３
回
全
国
代
表
者
協

動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価

事
業
の
実
施
状
況
③
28
年
度

適
正
化
事
業
指
導
員
表
彰

（
案
）
④
29
年
度
適
正
化
事

業
活
動
指
針
（
案
）
⑤
29
年

度
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び

予
算
書
（
案
）
︱
︱
に
つ
い

て
審
議
し
︑
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
し
た
︒

　
﹁
29
年
度
適
正
化
事
業
活

動
指
針
（
案
）﹂
で
は
︑
巡

回
指
導
に
係
る
評
価
手
法
の

全
国
均
一
化
を
さ
ら
に
推
進

す
る
と
と
も
に
︑
現
在
見
直

し
作
業
を
行
っ
て
い
る
﹃
巡

回
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄
に
つ
い

て
︑
見
直
し
後
︑
指
導
員
に

対
す
る
研
修
を
行
い
︑
周
知

を
図
る
︒

　

ま
た
︑
Ｇ
マ
ー
ク
に
つ
い

て
は
︑　

認
定
事
業
所
に
対

し
て
︑﹁
Ｇ
マ
ー
ク
﹂
ス
テ
ッ

カ
ー
の
確
実
な
貼
付
を
期
す

と
と
も
に
︑
ス
テ
ッ
カ
ー
の

﹁
有
効
期
限
切
れ
﹂
や
﹁
抹

消
登
録
﹂
時
の
剥
離
の
徹
底

等
︑
ス
テ
ッ
カ
ー
の
適
正
な

管
理
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

た
︒

（
３
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

▽
３
月
１
日

・
第
46
回
環
境
対
策
委
員
会

▽
３
月
２
日

・
第
３
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

▽
３
月
３
日

・
第
７
回
労
働
安
全
・
衛
生
委
員
会

・
第
８
回
経
営
改
善
・
情
報
化
委
員

会
▽
３
月
９
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
11
回
全
国
貨
物
自
動
車
運
送

適
正
化
事
業
実
施
機
関
本
部
長

会
議

・
第
１
６
９
回
理
事
会

▽
３
月
23
日

・
第
33
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
委
員
会

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

改
築
に
伴
い
運
営
時
間
変

更東
神
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

東
神
Ｔ
Ｓ
は
︑
平
成
29

年
８
月
以
降
予
定
し
て
い

る
改
築
工
事
に
向
け
て
︑

下
記
の
通
り
運
営
時
間
を

変
更
す
る
︒

　

な
お
︑
改
装
工
事
中
の

運
営
方
法
お
よ
び
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
日
程

等
は
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
︒

・ 

宿
泊
：
３
月
30
日
宿

泊
分
ま
で
受
付
（
４
月

以
降
休
業
）

・ 

入
浴
：
４
月
中
の
営

業
時
間
を
10
時
～
21
時

（
最
終
受
付
20
時
）
に

変
更（
５
月
以
降
休
業
）

・ 

食
堂
：
４
月
か
ら
日
曜

・
祝
日
は
部
分
休
業
︒

営
業
時
間
を
10
時
～
21

時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

20
時
30
分
）に
変
更（
４

月
29
日
以
降
全
面
休
業
）

・ 

休
憩
室
：
４
月
中
の

営
業
時
間
を
９
時
～
21

時
に
変
更

・ 

運
行
情
報
セ
ン
タ
ー
・

駐
車
場
は
変
更
な
し

食
堂
・
浴
室
・
コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
を
一
時
休
業

矢
板
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

矢
板
Ｔ
Ｓ
は
︑
食
堂
・

浴
室
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
に
つ
い
て
︑
次
の
通
り
一

時
休
業
す
る
︒

▼
休
業
期
間

平
成
29
年
３
月
11
日
㈯

～
13
日
㈪

▼
休
業
時
間

食
堂
：
７
時
～
23
時

浴
室
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
：
10
時
～
23
時

第108回交通対策委員会（2月16日、中部トラッ
ク総合研修センター）

第45回適正化事業委員会（2月20日、全ト協）

◎
管
理
者
の
皆
さ
ん
へ
◎

新
免
許
制
度
下
で
は
、採
用
時
に
注
意
！

「
普
通
免
許
の
取
得
年
月
日
の
確
認
は
し
っ
か
り
と
」

第41回適正化事業対策協議会（2月22日、全ト協）

平成28年度第３回青年部会全国代表者協議会
（２月23日、全ト協）

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
装
置
　
　

導
入
促
進
助
成
を
新
年
度
か
ら
開
始

第
１
０
８
回
交
通
対
策
委
員
会
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2017.2.10—
3.1

　

幹
線
道
路

が
突
然
の
大
雪

に
見
舞
わ
れ
た

時
︑
テ
レ
ビ
の
報
道
番
組
で
は
︑
必
ず
と
い

っ
て
よ
い
ほ
ど
夏
用
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
車

両
が
映
り
︑
そ
の
あ
と
に
﹁
雪
道
で
ス
リ
ッ

プ
し
て
︑
前
に
進
め
ま
せ
ん
﹂
と
い
う
︑
注

意
喚
起
に
乏
し
い
言
葉
が
続
き
ま
す
︒
タ
イ

ヤ
業
界
か
ら
の
要
望
を
書
け
ば
︑
ま
ず
﹁
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
い
な
い
ク
ル

マ
が
︑
雪
道
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
﹂
と
説

明
し
︑そ
の
あ
と
に﹁
夏
用
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
は
︑

雪
の
せ
い
で
冷
え
て
硬
く
な
っ
て
︑
路
面
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
の
ゴ
ム
な
ら
冷
え
て
も
軟
ら
か
さ
を
保

　

化
学
的
に
表
現
す
れ
ば
︑﹁
ゴ
ム
の
ガ
ラ
ス

転
移
﹂
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
き
︑
ゴ
ム
が
ガ

ラ
ス
の
よ
う
な
硬
い
素
材
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
の

で
す
︒
つ
ま
り
︑
雪
の
上
で
ス
リ
ッ
プ
空
転
を
し

て
い
る
夏
用
タ
イ
ヤ
は
﹁
ガ
ラ
ス
製
の
車
輪
﹂

も
同
然
と
な
り
︑
氷
点
下
20
度
近
く
ま
で
気
温

が
低
下
す
れ
ば
︑
接
地
面
を
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く

と
割
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
も
ろ
さ
に
な
り
ま
す

（
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
）︒
夏
用
タ
イ
ヤ

に
は
︑
こ
の
よ
う
な
﹁
寒
さ
で
ガ
ラ
ス
化
す
る

ゴ
ム
﹂
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
︒

　

一
方
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
使
わ
れ
て
い

る
ゴ
ム
は
︑氷
点
下
50
度
の
環
境
に
お
い
て
も
︑

軟
ら
か
い
状
態
の
ま
ま
で
す
︒
凍
結
し
た
路
面

の
上
で
も
︑柔
軟
な
ゴ
ム
が
路
面
に
吸
い
付
き
︑

持
で
き
︑
雪
道
で
も
路
面
を
し
っ
か
り
捉
え
︑

ス
リ
ッ
プ
せ
ず
に
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
﹂
と
い

う
流
れ
で
︑
夏
用
タ
イ
ヤ
と
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
に
使
わ
れ
て
い
る
ゴ
ム
の
違
い
を
周
知
し
て
い

く
努
力
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
︑
何
年
も
変

わ
ら
な
い
報
道
に
い
つ
も
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て

い
ま
す
︒

　

以
前
に
も
書
き
ま
し
た
が
︑
夏
用
タ
イ
ヤ
に

使
わ
れ
て
い
る
ゴ
ム
は
︑
気
温
が
７
度
以
上
の

環
境
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

ま
す
︒
そ
の
７
度
を
境
界
に
し
て
︑
ゴ
ム
の
柔

軟
性
が
低
下
し
て
い
き
︑
気
温
が
２
度
前
後
に

な
る
と
︑
ゴ
ム
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
ま
す
︒
さ

ら
に
冷
え
て
い
く
と
︑
夏
用
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
は

異
な
る
物
質
に
変
化
し
て
し
ま
い
ま
す
︒

雪
上
性
能
に
関
し
て
も
︑
ふ
か
ふ
か
と
し
た
新

雪
（
15
㌢
㍍
程
度
）
で
あ
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
の
溝

の
両
壁
に
あ
る
柔
軟
な
ゴ
ム
で
雪
を
つ
か
み
︑

外
に
排
雪
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
に
は
︑

開
発
に
20
年
以
上
も
の
時
間
を
費
や
し
た
︑
凍

結
路
面
で
の
ス
リ
ッ
プ
を
防
ぐ
技
術
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
︑
国
産
メ
ー
カ
ー
と
一
部
の

海
外
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
が
編
み
出
し
た
︑
高
度

な
ゴ
ム
素
材
の
技
術
で
す
︒
寒
さ
に
強
い
だ
け

で
は
な
く
︑
接
地
面
の
ゴ
ム
表
面
に
何
万
本
も

の
細
か
い
溝（
サ
イ
プ
）が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑

凍
結
路
面
で
の
ス
リ
ッ
プ
の
原
因
と
な
る
﹁
水

膜
﹂
を
吸
い
取
る
特
殊
な
能
力
も
同
時
に
兼
ね

備
え
て
い
ま
す
︒

　

カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
た
路
面
で
も
︑
車
両
重
量

の
か
か
っ
た
タ
イ
ヤ
を
回
転
さ
せ
れ
ば
︑
氷
の

表
面
が
溶
け
出
し
︑
水
分
が
出
て
き
ま
す
︒
実

は
︑
そ
の
水
分
が
出
る
せ
い
で
︑
夏
用
タ
イ
ヤ

の
車
両
が
雪
道
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
う
の
で
す

が
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
は
︑
そ
の
水
分
を

吸
い
取
る
能
力
を
備
え
た
特
殊
な
ゴ
ム
素
材

（
吸
水
ゴ
ム
︑
発
泡
ゴ
ム
）
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
︒
そ
の
お
か
げ
で
︑
冬
場
の
凍
っ
た
路
面

で
も
︑
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
わ
け
な
の
で
す
︒

第
70
回 

「
意
外
と
理
解
さ
れ
て
い
な
い

『
夏
用
タ
イ
ヤ
』と『
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
』の
違
い
」

率
直
な
意
見
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
い
た
︒﹃
働
き
方
改
革
﹄

を
進
め
る
た
め
︑
今
後
の
施

策
に
活
か
し
て
い
き
た
い
﹂

と
述
べ
た
︒

 

法
定
３
要
素
を
維
持

次
世
代
デ
ジ
タ
コ
で

　

国
土
交
通
省
は
２
月
15
日
︑

﹁
第
５
回
次
世
代
運
行
管
理

・
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

の
検
討
会
﹂
を
開
き
︑
軽
井

沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
対
策
の

関
係
で
中
断
し
て
い
た
次
世

代
運
行
管
理
・
支
援
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
の
検
討
を
１
年

半
ぶ
り
に
再
開
し
た
︒

　

次
世
代
運
行
管
理
・
支
援

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
検
討

課
題
に
つ
い
て
︑
勉
強
会
で

検
討
を
重
ね
た
結
果
︑
車
両

走
行
デ
ー
タ
の
取
得
方
法
に

つ
い
て
は
︑
海
外
の
動
向
等

を
注
視
し
つ
つ
︑
自
動
車
メ

ー
カ
ー
に
働
き
か
け
て
い
く

こ
と
と
し
た
︒
ま
た
︑
デ
ジ

タ
ル
式
運
行
記
録
計
に
義
務

付
け
る
べ
き
デ
ー
タ
と
し
て

は
︑
当
面
は
現
行
法
定
３
要

素
を
維
持
し
︑
今
後
︑
さ
ら

に
追
加
の
デ
ー
タ
が
必
要
か

ど
う
か
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
た
︒

　

来
年
度
以
降
は
︑
次
世
代

運
行
管
理
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
で
︑
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
一
体
型
機
器
の

活
用
や
事
故
防
止
運
行
モ
デ

ル
（
体
調
予
報
等
）
の
普
及

な
ど
を
検
討
す
る
︒

　

運
転
者
の
体
調
予
報
に
つ

い
て
は
︑
安
全
運
行
サ
ポ
ー

タ
ー
協
議
会
に
委
託
︒
デ
ジ

タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
デ
ー
タ
を

含
む
運
転
者
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
収
集
し
︑
個
々
の
運
転

者
の
疲
労
度
を
５
段
階
で
予

測
し
て
運
行
管
理
に
役
立
て

る
︒

 

次
期
物
流
大
綱
策
定
へ

有
識
者
検
討
会
が
初
会
合

　

国
土
交
通
省
は
２
月
16

日
︑
次
期
（
平
成
29
年
～
33

年
）
総
合
物
流
施
策
大
綱
の

策
定
に
向
け
た
有
識
者
検
討

会
を
設
置
し
︑
初
会
合
を
開

い
た
︒
今
夏
の
新
大
綱
閣
議

決
定
を
目
指
す
︒

　

物
流
を
取
り
巻
く
環
境

は
︑
労
働
力
不
足
の
顕
在
化

や
国
際
競
争
の
激
化
︑
情
報

通
信
技
術
な
ど
の
技
術
革

新
︑
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り

な
ど
の
課
題
が
あ
る
︒

　

初
会
合
で
は
︑
委
員
か
ら

物
流
分
野
の
労
働
力
不
足
を

懸
念
す
る
意
見
が
多
く
出
さ

れ
た
︒

 ﹁
荷
主
協
力
依
頼
﹂新
設
へ

３
月
25
日
ま
で
意
見
募
集

　

国
土
交
通
省
は
︑
２
月
24

日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
荷
主

へ
の
協
力
依
頼
の
新
設
等
に

つ
い
て
﹂
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

る
︒
ト
ラ
ッ
ク
事
業
で
は
︑

自
動
車
運
送
事
業
法
第
64
条

に
基
づ
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
が
行
っ
た
過
積
載
運
行
等

の
法
令
違
反
行
為
に
つ
い
て
︑

荷
主
が
指
示
す
る
な
ど
主
体

的
な
関
与
が
認
め
ら
れ
た
場

合
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

違
反
行
為
の
再
発
防
止
を
図

る
た
め
︑
当
該
荷
主
に
対
す

る
措
置
と
し
て
︑﹁
荷
主
勧

告
制
度
﹂
が
設
け
ら
れ
て
い

る
︒
し
か
し
︑
現
行
の
荷
主

勧
告
制
度
（
荷
主
勧
告
の
ほ

か
通
達
で
規
定
す
る
警
告
お

よ
び
協
力
要
請
を
含
む
）は
︑

法
令
違
反
を
犯
し
た
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
に
対
し
て
行
政
処

分
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
前
提

と
な
っ
て
お
り
︑
発
動
ま
で

に
時
間
を
要
し
て
い
る
と
と

も
に
︑
対
象
と
な
る
事
案
が

限
ら
れ
る
な
ど
︑
必
ず
し
も

制
度
が
十
分
に
機
能
し
て
い

な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
︒
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
︑
ト

ラ
ッ
ク
事
業
者
と
荷
主
と
の

間
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

法
令
遵
守
の
た
め
の
協
力
・

連
携
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
︑

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
法
令
違

反
行
為
に
対
し
て
早
期
の
段

階
で
幅
広
く
荷
主
へ
協
力
を

求
め
る
仕
組
み
の
導
入
等
を

検
討
し
て
い
る
︒

　

こ
の
度
の
荷
主
へ
の
協
力

依
頼
の
新
設
等
で
は
︑
関
係

機
関
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

に
係
る
各
種
の
法
令
違
反
情

報
が
あ
っ
た
場
合
に
︑
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
に
対
す
る
行
政

処
分
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
︑

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
違
反
運

行
を
行
っ
て
い
た
際
の
積
載

貨
物
の
荷
主
を
形
式
的
に
特

定
し
︑
早
期
の
段
階
で
幅
広

く
荷
主
へ
の
注
意
喚
起
お
よ

び
改
善
に
向
け
た
協
力
を
依

頼
す
る
﹁
協
力
依
頼
書
﹂
を

新
た
に
発
出
す
る
こ
と
と
す

る
︒
ま
た
︑
そ
の
ほ
か
所
要

の
措
置
を
講
じ
る
︒
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
︑
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
平

成
29
年
３
月
下
旬
に
施
行

し
︑
同
４
月
に
施
行
す
る
と

し
て
い
る
︒

 
３
月
15
日
か
ら
受
付
開
始

飲
酒
運
転
防
止
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ

Ｓ
Ｋ
（
ア
ル
コ
ー
ル
薬
物
問

題
全
国
市
民
協
会
）
で
は
︑

３
月
15
日
か
ら
﹁
飲
酒
運
転

防
止
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養

成
講
座
﹂
の
申
込
受
付
を
開

始
す
る
︒

　

同
講
座
は
︑
ア
ル
コ
ー
ル

に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
広

め
︑
飲
酒
運
転
に
繋
が
る
飲

酒
習
慣
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
︑
飲
酒
運
転
を
根
絶
す

る
た
め
の
担
い
手
を
養
成
す

る
も
の
で
︑
認
定
ま
で
の
流

れ
は
表
の
通
り
︒

　

詳
細
・
お
問
い
合
わ
せ

は
︑
Ａ
Ｓ
Ｋ
（
☎
03
・
３
２

４
９
・
２
５
５
１
︑http://

www.ask.or.jp

）
ま
で
︒

 

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
甲
子
園
﹂
開
催

現
役
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
が
プ
レ
ゼ
ン

　

２
月
19
日
︑
東
京
・
有
楽

町
で
︑﹁
第
４
回
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
甲
子
園
ア
ワ
ー
ド

全
国
大
会
﹂（
主
催
：
（
一

社
）
ド
ラ
イ
バ
ー
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
︑
後

援
：
国
土
交
通
省
︑
経
済

産
業
省
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
）が
開
催
さ
れ
た
︒﹁
共

に
学
び
︑
共
に
成
長
し
︑
共

に
走
り
続
け
る
﹂
を
大
会
テ

ー
マ
に
︑
社
内
環
境
や
企
業

価
値
の
向
上
の
た
め
に
取
り

組
ん
だ
︑
５
か
月
間
の
活
動

を
現
役
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
が
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
︑
内

容
等
を
競
う
も
の
で
︑
全
国

15
チ
ー
ム
の
中
か
ら
勝
ち
抜

い
た
４
チ
ー
ム
が
発
表
し
た
︒

　

ま
た
︑﹁
Ｍ
Ｖ
Ｄ
（M

ost 
Variable Driver

）﹂
の
表

彰
も
同
時
に
行
わ
れ
︑
仲
間

・
会
社
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
５
人
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
︑
そ

の
活
躍
を
た
た
え
た
︒

「
働
き
方
改
革
」
に
関
す
る
　
　
　
　

石
井
国
交
大
臣
と
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

　
　
　
　
　
　 
と
の
意
見
交
換
会
開
催

６
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
参
加

　

２
月
17
日
︑﹁﹃
働
き
方
改

革
﹄
に
関
す
る
石
井
国
土
交

通
大
臣
と
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
と
の
意
見
交
換
会
﹂
が

国
土
交
通
省
の
国
交
大
臣
室

で
開
催
さ
れ
︑
石
井
啓
一
国

交
大
臣
と
６
人
の
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
が
︑
働
き
方
に

関
す
る
意
見
を
交
わ
し
た
︒

　

同
会
に
出
席
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
は
︑深
澤
拓
也
さ
ん
（
ヤ

マ
ト
運
輸
㈱
）︑
徳と

く

毛も

剛
さ
ん

（
福
山
通
運
㈱
）︑
高
山
治

朗
さ
ん
（
㈱
大
昌
運
輸
）︑

星
川
力
さ
ん
（
結
城
運
輸
倉

庫
㈱
）︑
大
内
め
ぐ
み
さ
ん

（
㈱
長
野
フ
ロ
ー
）︑
髙
野

絵
理
さ
ん
（
㈱
藤
倉
運
輸
）

の
６
人
︒

　

意
見
交
換
で
は
︑
１
日
の

労
働
時
間
や
宿
泊
を
伴
う
勤

務
︑
集
配
先
で
の
荷
待
ち
時

間
や
附
帯
作
業
︑
ま
た
︑
宅

配
に
お
け
る
１
日
の
配
達
件

数
や
再
配
達
に
な
る
割
合
な

ど
に
つ
い
て
石
井
大
臣
が
各

ド
ラ
イ
バ
ー
に
尋
ね
た
︒
こ

の
ほ
か
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

２
人
に
は
︑
荷
役
作
業
の
効

率
化
や
子
育
て
と
両
立
可
能

な
勤
務
形
態
・
待
遇
な
ど
︑

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
環
境
整
備
に
関

す
る
実
態
・
意
見
に
つ
い
て

聞
い
た
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
側
か
ら
自
由

な
意
見
が
多
数
上
が
り
︑
石

井
大
臣
は
﹁
今
日
は
本
当
に

の
詳
細
を
説
明
し
た
︒

　

28
年
11
月
１
日
に
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
を
果
た
し
た
同

セ
ン
タ
ー
で
は
︑
①
安
全
②

健
康
で
長
生
き
③
災
害
対
応

④
貨
物
運
送
事
業
の
生
産
性

向
上
︱
︱
を
柱
に
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
向
け
の
研
修
や
人
材
育

成
の
講
座
な
ど
様
々
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
て
い

る
︒
29
年
度
か
ら
は
︑
未
経

験
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
し

た
準
中
型
車
研
修
な
ど
が
新

た
に
開
始
さ
れ
る
︒

　

見
学
会
参
加
者
た
ち
は
︑

管
理
棟
の
研
修
フ
ロ
ア
や
適

性
診
断
エ
リ
ア
︑
昨
年
完
成

し
た
屋
内
実
技
練
習
場
な
ど

を
見
学
︒
多
く
の
参
加
者
が

充
実
し
た
最
新
鋭
の
設
備
と

規
模
に
感
心
し
て
い
た
︒

中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修

セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会
を

開
催

交
通
対
策
委
員
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
交

通
対
策
委
員
は
︑
２
月
16
日

に
開
催
さ
れ
た
第
１
０
８
回

交
通
対
策
委
員
会
後
に
︑
中

部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
施
設
見
学
会
を
開
催
し

た
︒

　

当
日
は
愛
知
県
ト
協
の
小

幡
会
長
が
施
設
建
設
の
経
過

を
含
め
た
講
演
を
行
い
︑
畔

柳
之
保
セ
ン
タ
ー
長
が
施
設

屋内実技練習場を見学する参加者たち

表 飲酒運転防止インストラクター認定までの流れ
申し込み受付 3 月 15 日受付開始

（申込方法：メールフォーム／申込用紙の郵送・FAX）
▽

ステップ 1 「飲酒運転防止通信スクール」受講
（3 回の添削、4 ～ 9 月頃を目安に提出）

▽

ステップ２ 1日集中研修会「スクーリング」参加
（9 ～ 12 月に全国約 18 か所・21 回程度開催予定）

▽

ステップ３ 会社や地域等で参加型研修を実践し、3 月上旬までに「実践
報告シート」を提出

▽

認定書発行 実践報告シート審査後、認定証を発行

（写真左から）髙野さん、大内さん、深澤さん、石井国交大臣、徳毛さん、高山さん、星
川さん（2月17日、国交大臣室）
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大型免許の対象となるのは、車両総重量11ト
ン以上の大型トラックです。大型トラックは、主
に都市と都市の間を結ぶ幹線輸送など、長距
離で大量に荷物を運ぶ用途に使用されるほか、
大きな建設資材や重量物なども輸送します。

中型免許の対象となるのは、車両総重量が
7.5トン以上11トン未満の中型トラックで
す。中・近距離を中心に幅広い用途で使用
されています。

準中型免許の対象となるのは、車両総重量が
3.5トン以上7.5トン未満の小型トラックで
す。主に近距離の配送に使用され、宅配便や
コンビニ配送などのトラックとしても多く
使用されています。

準中型免許

普通免許等保有通算2年以上

普通免許等保有通算3年以上

中型免許

大型免許

20歳～

21歳～

18歳～

軽トラック

ワゴン車

ライトバン

いわゆる２トントラック
など

バン型大型トラック

いわゆる

10トントラッ
ク

など

バン型大型トラック

わゆる
トントラッ

ククククククク
など

バン型中型トラック

いわゆる

4トントラックなど

バン型中型トラック

わゆる
ントラックなど

車両総重量

【新たな免許区分による車両総重量と最大積載量】

普通自動車
普通免許

18歳以上

普通自動車
普通免許

準中型自動車
準中型免許

18歳以上

中型自動車
中型免許
20歳以上

中型自動車
中型免許
20歳以上

普通免許等保有通算2年以上

普通免許等保有通算2年以上

大型自動車
大型免許
21歳以上

3.5トン

5トン

7.5トン 11トン

11トン

普通免許等保有通算3年以上

大型自動車
大型免許
21歳以上

普通免許等保有通算3年以上

新制度

従前の制度

最初から
準中型免許が取得可能！

車両総重量

普通

3.5トン

2トン

（3トン）

4.5トン
（5トン）

6.5トン

（5トン）
7.5トン

（8トン）
11トン

普通

準中型

準中型

中型

中型

大型

大型

区分最大積載量

車両総重量

中型免許

大型免許

普通免許

準中型免許

5トン限定準中型免許※1
8トン限定中型免許※2※1.平成19年6月2日以降　普通免許取得

※2.平成19年6月1日以前　普通免許取得

●運転免許試験場で学科試験および
　適性試験に合格

●指定自動車教習所を卒業
　（技能審査に合格）

●運転免許試験場で限定解除審査に合格

●指定自動車教習所を卒業

●運転免許試験場で学科試験および適性試験に合格

②最初から準中型免許を取得する場合

③準中型免許を普通免許（MT）取得後に取得する場合（段階取得）

①限定解除により準中型免許を取得

●指定自動車教習所を卒業

普通免許を取得 準中型免許を取得

技能教習4時限

技能教習34時限
学科教習26時限

技能教習13時限
学科教習1時限

●指定自動車教習所を卒業

●運転免許試験場で適性試験に合格

技能教習41時限
学科教習27時限

平成29年３月12日以降に初めて免許を取得する人

従前の普通免許を保有する人（平成19年6月2日以降、平成29年３月11日までに普通免許を取得）

従前の普通免許は、平成29年３月12日以降、自動的に「5トン限定準中型免許」とみなされます。
この5トン限定を解除して車両総重量7.5トン未満のトラックを運転するためには、次のいずれかの方法があります。

おすすめ
！

注意！

４時限でOK！
または

※AT限定普通免許は別途AT限定解除が必要

平
成
29
年
３
月
12
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

平
成
29
年
３
月
12
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

Aタイプ Cタイプ

Bタイプ Dタイプ

Aタイプ

Cタイプ

Bタイプ

Dタイプ

※②の方が③の方法より
教習時間が６時間少なくて
すみます

バン型小型トラック

平ボディ小型トラック

新たな免許制度で乗車可能なトラックの種類

準中型免許を取得するためには

新たなトラック免許の概要

普通免許の対象となるのは、車両総重量が
3.5トン未満の自動車です。主に小口商品
の配送などで使用され、自家用のライトバン
や軽トラックなどが大半を占めています。

18歳～普通免許「準中型免許」
トラックに新しい免許が仲間入り！！

18歳から取得可能な「準中型免許」が新設されました。免許の種類と運転可能な車両区分を確認してください！！

「準中型免許」「準中型免許」
トラックに新しい免許が仲間入り！！

１
面
に
関
連

　全日本トラック協会では、３月12 日に改正道路交通法が施行され、「準中型免許」
が創設されることに伴い、自動車の種類が細分化されることで、知らずに資格のない
車両を運転してしまう可能性もあることから、自動車の種類が識別しやすいシールを
今号の『広報とらっく』に同封しました。
　特に、車両の区分が外観からだけでは見分けにくい「準中型車」は、３月12 日以降、
現行の普通免許は「５ｔ限定準中型免許」が適用されることとなるほか、「中型車」で
は平成１９年６月２日以降の旧普通免許で「８ｔ限定中型免許」となっていることなど
から、「準中型車」と「中型車」の違いを、シールで見分けやすいようにするものです。
　なお、この自動車識別シールの追加が必要な場合には、日本貨物運送協同組合連
合会で自動車識別シールの種類を以下のように準備し、頒布できるよう体制を整備し
ておりますので、直接、日本貨物運送協同組合連合会にお問い合わせください。

◦Ａタイプ「準中型車」（車両総重量 3.5ｔ以上～５ｔ未満）
◦Ｂタイプ「準中型車」（車両総重量５ｔ以上～7.5ｔ未満）
◦Ｃタイプ「中型車」（車両総重量 7.5ｔ以上～８ｔ未満）
◦Ｄタイプ「中型車」（車両総重量８ｔ以上～１１ｔ未満）
◦標準タイプ（平成 29 年 3 月1 日付け『広報とらっく』同封シート：4 種類入り）

【問い合わせ先】日本貨物運送協同組合連合会 事業部　
☎ 03・3355・2035（直通）　ホームページ：http://www.nikka-net.or.jp

 ◉ ◉　「自動車識別シール」をご活用ください！　◉ ◉ 

自動車識別シール貼付式を開催（平成29年2月16日、中部ト
ラック総合研修センター）
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 第132回 

女性社員の妊娠を理由と
した退職が慣行化してい
るが問題か

︻
解
説
︼
妊
娠
を
理
由
と
し
た
退
職

に
つ
い
て
は
︑
最
近
は
マ
タ
ハ
ラ
（
マ

タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
問
題
の
一

Ａ�

自
主
的
な
判
断
に
よ
る
も
の

と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
状

態
は
避
け
る
べ
き

　

先
日
、
事
務
の
女
性
社
員
が

妊
娠
を
理
由
に
退
職
届
を
提
出

し
て
き
ま
し
た
。
当
社
で
は
別
に

社
内
規
定
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
長
い
間
、
事
務
の
女

性
社
員
が
妊
娠
・
出
産
を
機
に
退

職
す
る
の
が
慣
行
に
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
み

る
と
、
あ
ま
り
感
心
で
き
る
状
況

で
な
い
と
正
直
思
う
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

つ
と
し
て
取
り
ざ
た
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
︒御
社
の
場
合
は
︑

本
人
が
退
職
届
を
出
し
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
︑
さ
ほ
ど
問
題
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
が
︑
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
あ
ま
り
感
心
し
た
も
の
と
は
い
え

ま
せ
ん
︒
そ
も
そ
も
﹁
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
﹂
は
︑
働
く
女
性
に
対
し

妊
娠
や
出
産
を
理
由
に
不
利
益
な
扱

い
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る

の
で
す
︒

　

つ
い
先
日
も
︑
合
意
を
し
た
覚
え

が
な
い
の
に
退
職
さ
せ
ら
れ
た
と
い

う
妊
娠
女
性
が
裁
判
を
起
こ
し
た
ケ

ー
ス
で
︑
東
京
地
裁
立
川
支
部
の
判

決
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
︒
結
果
は
︑

﹁
女
性
が
自
由
な
意
思
で
退
職
を
選

ん
だ
と
は
い
え
な
い
﹂
と
の
理
由
で
︑

退
職
を
無
効
と
し
た
上
︑
会
社
に
未

払
賃
金
と
慰
謝
料
の
計
約
２
５
０
万

円
を
支
払
う
よ
う
命
じ
て
い
ま
す
︒

も
う
少
し
詳
し
く
み
る
と
︑
女
性
は
︑

測
量
会
社
に
勤
務
し
て
い
て
︑
妊
娠

を
上
司
に
告
げ
た
と
こ
ろ
︑﹁
現
場

作
業
は
難
し
い
﹂
と
し
て
︑
関
連
の

派
遣
会
社
で
働
く
よ
う
指
示
さ
れ
登

録
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
際
︑
本
人
は

退
職
し
た
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
︑
後
か
ら
︑
会
社
に
﹁
退

職
扱
い
に
な
っ
て
い
る
﹂
と
い
わ
れ
た

と
い
う
も
の
で
す
︒
こ
う
し
た
点
に

つ
い
て
︑
判
決
は
﹁
女
性
に
は
︑
会

社
に
残
る
か
︑
退
職
の
上
︑
派
遣
登

録
を
す
る
か
を
検
討
す
る
た
め
の
情

報
は
な
く
︑
自
由
な
意
思
に
基
づ
く

選
択
が
あ
っ
た
と
は
い
い
が
た
い
﹂

と
判
断
し
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑
最
高

裁
が
平
成
26
年
に
判
決
で
打
ち
出
し

た
﹁
妊
娠
を
理
由
と
し
た
降
格
は
原

則
違
法
﹂
と
す
る
基
準
を
退
職
に
適

用
し
た
初
の
判
断
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
︑
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
妊
娠
や
出
産

を
理
由
と
し
た
退
職
が
自
主
的
な
判

断
だ
と
し
て
も
︑
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
慣
行
化
し
て
い
る
と
い
う
事
態
は

避
け
る
方
が
賢
明
で
す
︒

　

時
代
の
流
れ
を
考
え
れ
ば
︑
御
社

で
も
今
回
は
ま
だ
し
も
︑
こ
れ
を
機

会
に
︑
今
後
は
妊
娠
を
理
由
と
し
た

退
職
届
が
出
さ
れ
た
ら
︑
当
該
本
人

と
十
分
話
し
合
い
︑
本
当
に
辞
め
る

事
情
が
あ
る
の
か
︑
慣
行
に
従
っ
た

ま
で
な
の
か
を
確
認
し
︑
そ
の
上
で

実
は
辞
め
る
気
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
︑
引
き
続
き
働
い
て
も
ら

っ
た
方
が
双
方
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

最
近
は
︑
人
手
不
足
︑
人
材
不

足
と
い
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
︑

む
し
ろ
女
性
を
大
い
に
活
用
す
る
方

向
に
舵
を
切
り
替
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
︒
以
前
に
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹

介
し
ま
し
た
が
︑
厚
生
労
働
省
で
は
︑

事
業
主
に
対
し
マ
タ
ハ
ラ
防
止
に
つ

い
て
の
方
針
等
の
明
確
化
を
求
め
て

い
ま
す
の
で
︑
マ
タ
ハ
ラ
防
止
策
全

般
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

ど
ん
な
に
華
麗
な
パ
ス
を
繋
い

で
い
て
も
︑
シ
ュ
ー
ト
し
な
け
れ

ば
ゴ
ー
ル
は
生
ま
れ
な
い
︒
躊
躇

せ
ず
に
思
い
切
っ
て
シ
ュ
ー
ト
し
な

い
と
︑
得
点
に
は
結
び
付
か
な
い

の
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
日
本
サ
ッ

カ
ー
の
話
で
は
な
く
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
た
と
え
で
あ
る
︒
自

ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
︑

﹁
待
機
時
間
短
縮
﹂
や
﹁
取
引

条
件
改
善
﹂
な
ど
は
実
現
で
き
な

い
と
言
え
よ
う
︒

　

ま
た
︑
サ
ポ
ー
タ
ー
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
下
り
て
︑
選
手
に
代
わ
っ

て
プ
レ
イ
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
︒

つ
ま
り
行
政
や
業
界
団
体
は
︑
い

わ
ば
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
り
︑
精
い

っ
ぱ
い
応
援
し
︑
後
押
し
す
る
こ

と
は
で
き
る
が
︑
プ
レ
イ
を
す
る

の
は
選
手
す
な
わ
ち
事
業
者
自
身

な
の
で
あ
る
︒

　

全
国
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
行

わ
れ
て
お
り
︑
今
年
度

事
業
の
結
果
が
そ
ろ
そ

ろ
ま
と
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
︒
し
か
し
︑

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
大

き
な
成
果
や
教
訓
が
得

ら
れ
た
と
し
て
も
︑
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
活
か

す
か
は
事
業
者
自
身
に

か
か
っ
て
い
る
︒
そ
の

た
め
に
は
︑
勇
気
や
決
断
も
必

要
だ
︒
サ
ポ
ー
タ
ー
に
代
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
︑

荷
主
側
が
何
と
か
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
と
い
っ
た
︑
他
人
任
せ

の
期
待
も
い
け
な
い
︒
果
敢
に

攻
め
て
い
る
か
ら
こ
そ
︑
オ
ウ

ン
ゴ
ー
ル
も
生

ま
れ
る
の
だ
︒

　

保
有
車
両
数

が
約
10
台
で
︑

傭
車
比
率
は
約

40
％
︑
工
場
や

デ
ポ
で
の
作
業

な
ど
も
行
っ
て
い

る
の
で
従
業
員

数
は
約
20
人
と

い
う
規
模
の
事

業
者
だ
︒
取
引

先
は
そ
の
業
種

で
は
最
大
手
の

企
業
で
︑
物
流

子
会
社
（
以
下
︑

荷
主
）
が
間
に

入
っ
て
い
る
︒
同

社
の
売
上
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
が

当
該
荷
主
と
の
取
引
だ
︒

　

こ
の
事
業
者
が
昨
年
４
月
に
︑

荷
主
に
対
し
て
要
望
書
を
提
出

し
た
︒
同
社
は
ず
っ
と
昔
か
ら

の
車
両
積
載
率
な
ど
の
デ
ー
タ

を
持
っ
て
い
る
︒
一
定
エ
リ
ア
に

分
布
し
て
い
る
工
場
間
や
デ
ポ
な

ど
で
積
み
替
え
た
り
し
て
︑
車
両

の
稼
働
効
率
を
高
め
る
よ
う
な
運

行
を
し
て
き
た
︒
同
社
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
︑
積
載
率
が
一
番
高
か

っ
た
の
は
今
か
ら
23
年
前
だ
っ
た
︒

し
か
し
︑
工
場
の
統
廃
合
や
デ
ポ

の
再
編
成
な
ど
で
︑
約
20
年
間
に

車
両
の
稼
働
効
率
が
低
下
し
て
き

た
︒
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
示
し
︑

条
件
改
善
要
望
書
を
提
出
し
た
の

で
あ
る
︒

　

協
力
会
社
は
多
数
あ
る
が
︑
こ

の
事
業
者
か
ら
の
要
望
を
受
け
て

荷
主
は
全
協
力
会
社
を
訪
問
し
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
︒
そ

の
結
果
︑
①
運
賃
（
13
項
目
）︑

②
車
両
効
率
（
５
項
目
）︑
③
附

帯
作
業
（
３
項
目
）︑
④
各
現
場

固
有
の
課
題
（
20
項
目
）
︱
︱
に

整
理
し
︑
条
件
改
善
検
討
項
目

と
し
て
事
業
者
に
文
書
で
回
答
︒

改
善
目
標
や
改
善
方
法
︑
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
︑
改
善
実

現
へ
の
取
り
組
み
を
事
業
者
と
と

も
に
進
め
て
い
る
︒

　

デ
リ
ケ
ー
ト
な
内
容
も
あ
る
の

で
︑
具
体
的
に
は
書
け
な
い
が
︑

自
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
必
要

性
を
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ

う
︒
自
ら
動
く
こ
と
が
改
善
へ
の

１
歩
で
あ
る
︒

第
181
回

自ら動かなければ改善できない

研修施設 研修種別 研修内容 日程 定員

中部トラック総合研修センター
愛知県みよし市福谷町西ノ洞 21-127

☎ 0561・36・1010

特別研修

初任ドライバー研修
（５日間）

4/17 ㈪ ～ 21 ㈮、5/8 ㈪ ～ 12 ㈮、6/12 ㈪
～ 16 ㈮、7/10 ㈪～ 14 ㈮、7/31 ㈪～ 8/4 ㈮、
9/11 ㈪ ～ 15 ㈮、10/2 ㈪ ～ 6 ㈮、11/6 ㈪
～ 10 ㈮、1/15 ㈪～ 19 ㈮、3/12 ㈪～ 16 ㈮

各12人
中型6人
大型6人

安全運行確立研修
（３日間）

4/17 ㈪ ～ 19 ㈬、5/8 ㈪ ～ 10 ㈬、6/12 ㈪
～ 14 ㈬、7/10 ㈪～ 12 ㈬、7/31 ㈪～ 8/2 ㈬、
9/11 ㈪ ～ 13 ㈬、10/2 ㈪ ～ 4 ㈬、11/6 ㈪
～ 8 ㈬、1/15 ㈪～ 17 ㈬、3/12 ㈪～ 14 ㈬

添乗指導者養成研修
（３日間）

4/24 ㈪ ～ 26 ㈬、5/31 ㈬ ～ 6/2 ㈮、7/26
㈬ ～ 28 ㈮、9/27 ㈬ ～ 29 ㈮、10/24 ㈫ ～
26 ㈭、11/29 ㈬～ 12/1 ㈮、1/23 ㈫～ 25 ㈭、
2/28 ㈬～ 3/2 ㈮

一般研修
リーダースキルアップ研修（中型）

※１
リーダースキルアップ研修（大型）

埼玉県トラック総合教育センター
埼玉県深谷市黒田 2091-1

☎ 048・584・0055

特別研修
ドライバー研修

（３日間）

6/16 ㈮ ～ 18 ㈰、7/21 ㈮ ～ 23 ㈰、8/4 ㈮
～ 6 ㈰、9/15 ㈮～ 17 ㈰、10/6 ㈮～ 8 ㈰、
11/17 ㈮～ 19 ㈰

各20人

安全運転管理者研修（３日間） 2/16 ㈮～ 18 ㈰ 20人

一般研修
新人乗務員研修

※１
事故防止乗務員研修

自動車安全運転センター
安全運転中央研修所

茨城県ひたちなか市新光町 605 番地 16
☎ 029・265・9560

特別研修 ドライバー研修
（３日間）

2 トン 4/20 ㈭～ 22 ㈯

各30人11 トン
5/22 ㈪～ 24 ㈬、6/6 ㈫～
8 ㈭、　8/29 ㈫ ～ 31 ㈭、
2/5 ㈪～ 7 ㈬、

4 トン・6 トン 2/13 ㈫～ 15 ㈭

一般研修
貨物自動車運転者課程（2トン）

※１貨物自動車運転者課程（4・６トン）
貨物自動車運転者課程（11トン）

クレフィール湖東
交通安全研修所

滋賀県東近江市平柳町 22-3
☎ 0749・45・3872

特別研修

ドライバー研修 ※２
（３日間）

6/1 ㈭～ 3 ㈯、7/20 ㈭～ 22 ㈯、9/24 ㈰～
26 ㈫、11/9 ㈭～ 11 ㈯ 各20人

安全運転管理者研修
（３日間）

5/11 ㈭～ 13 ㈯、8/3 ㈭～ 5 ㈯、1/22 ㈪～
24 ㈬ 各20人

一般研修 安全運転研修 ※１

総合交通教育センター
ドライビングアカデミー ONGA

福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀 81-5
☎ 093・293・2359

特別研修

一般・初任ドライバー研修
（３日間）

4/15 ㈯ ～ 17 ㈪、6/10 ㈯ ～ 12 ㈪、7/8 ㈯
～ 10 ㈪、9/2 ㈯～ 4 ㈪、9/30 ㈯～ 10/2 ㈪、
11/11 ㈯～ 13 ㈪

各20人

添乗・指導管理者研修
（３日間）

5/13 ㈯ ～ 15 ㈪、8/5 ㈯ ～ 7 ㈪、10/28 ㈯
～ 30 ㈪ 各20人

一般研修
一般運転者・初任運転者・

指導監督者研修 ※１
添乗（同乗）指導者研修

総合交通教育センター
ドライビングアカデミー北海道

東地区：北海道釧路市芦野 5-12-１
☎ 0154・37・1196

西地区：北海道苫小牧市拓勇東町 8-6-68
☎ 0144・57・8410

特別研修

一般・初任ドライバー研修
（３日間）

西地区 5/12 ㈮～ 14 ㈰、9/22 ㈮～ 24 ㈰
各20人

東地区 10/7 ㈯～ 9 ㈪

添乗・指導管理者研修
（３日間）

西地区 7/21 ㈮～ 23 ㈰
各20人

東地区 10/14 ㈯～ 16 ㈪
一般研修 一般・初任ドライバー研修 ※１

総合交通教育センター
ドライビングアカデミー大原
岐阜県多治見市幸町７-２９-１

☎ 0572・27・2356

特別研修 貨物ドライバー安全研修
（３日間）

4/22 ㈯～ 24 ㈪、5/20 ㈯～ 22 ㈪、6/17 ㈯
～ 19 ㈪、7/15 ㈯～ 17 ㈪ 各20人

一般研修 貨物ドライバー習熟研修 ※１

総合交通教育センター
ドライビングアカデミーテクノ
広島県安芸郡熊野町５６４０-１

☎ 082・854・4000

特別研修

一般・初任ドライバー研修
（３日間）

4/15 ㈯～ 17 ㈪、5/13 ㈯～ 15 ㈪、6/10 ㈯
～ 12 ㈪

各20人
（運行・安全運転・添乗）

管理者研修（３日間）
4/22 ㈯～ 24 ㈪、5/20 ㈯～ 22 ㈪、6/24 ㈯
～ 26 ㈪

一般研修
一般・初任ドライバー研修

※１（運行・安全運転・添乗）
管理者研修

※１　一般研修の研修日程、受講料等詳細については、各研修施設に問い合わせのこと
※２　クレフィール湖東の「9/24 ㈰～ 9/26 ㈫」は「9/16 ㈯～ 9/18 ㈪」に変更の可能性がある（3 月末決定予定）

◆特別研修（２泊３日）：受講料の７割を助成［Gマーク認定事業所の場合は全額助成］
　（※中部トラック総合研修センターが行う５日間研修については別に定める。また、特別研修の受講料等詳細については、各研修施設に問い合わせのこと）
◆一般研修（１泊２日）：１講座１万円を助成

３/10
（金）から

受付開始！

　全日本トラック協会および各都道府県トラック協会では、トラックドライバー、安全運転管理者等の安全教育訓練の受講
を促進するため、安全教育訓練の受講に対して助成を行っています。このたび「平成 29 年度ドライバー等安全教育訓練促
進助成制度」について、研修日程等がまとまりましたので、ご活用ください。
　なお、各研修施設では、3月12日から適用される国土交通省の指導・監督指針の告示（平成13年国土交通省告示第1366号）
の改正内容を踏まえた研修も計画しておりますので、研修内容等については各研修施設までお問い合わせください。
※研修を申し込む前に所属の各都道府県トラック協会へ事前確認をお願いします。

全ト協  平成 29 年度ドライバー等安全教育訓練促進助成事業
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テントで
「ハイブリッドフレックス」

４つの魅力

テントなのに、
高品質で堅牢な営業倉庫

テ
ン
ト
に
見
え
て
も
普
通
の
倉
庫
と

太陽工業 株式会社
産業施設カンパニー

德永吉昭 営業部長

ゆうび運輸 有限会社

岸 博文 社長

杭
工
事
も
な
く
て

短
期
間
で
完
成
。

明
る
く
て
省
エ
ネ

な
の
も
い
い
で
す
ね
。

強
度
と
耐
久
性
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

倉庫！？

有
限
会
社
吉
部
運
送
（
山
口
県
萩
市
）

　

㈲
吉
部
運
送
（
種
子
治
一

代
表
取
締
役
）
は
︑
地
元
で

生
産
さ
れ
た
農
産
品
を
大
型

車
で
関
西
や
九
州
な
ど
に
輸

送
す
る
ほ
か
︑
小
型
車
で
地

元
の
農
家
へ
の
農
業
生
産
資

材
輸
送
な
ど
を
行
う
運
送
事

業
者
で
あ
る
︒

　

同
社
が
事
故
防
止
へ
の
本

格
的
な
取
り
組
み
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
︑
８
年
前
に
波

多
野
覚
常
務
取
締
役
が
入
社

し
た
こ
と
だ
と
い
う
︒
か
つ

て
は
︑
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業

協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん

ど
萩
）
が
荷
主
と
な
る
農
産

品
輸
送
を
︑
同
社
と
他
の
大

手
運
送
会
社
の
２
社
で
手
が

け
て
い
た
︒
し
か
し
︑
大
手

運
送
会
社
が
当
地
か
ら
撤
退

す
る
こ
と
に
な
り
︑
輸
送
力

維
持
の
た
め
︑
大
手
運
送
会

社
か
ら
波
多
野
常
務
が
移
籍

し
た
︒
当
時
︑
大
手
運
送
会

社
で
は
法
令
遵
守
へ
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
た
が
︑
規

模
の
大
き
く
な
か
っ
た
同
社

で
は
ま
だ
ま
だ
不
完
全
で
あ

っ
た
と
い
う
︒
そ
こ
で
︑
大

手
運
送
会
社
で
培
っ
て
き
た

法
令
遵
守
の
考
え
方
を
同
社

荷
主
の
厚
い
信
頼
に
全
力
で
応
え
る
た
め

荷
主
の
安
全
会
議
に
参
加
し
意
識
高
め
る

事
故
の
な
い
安
全
運
転
が
農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
る

あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
）　

代
表
理
事
組
合
長　

水
津 

俊
男
氏

に
移
植
し
︑
大
手
運
送
会
社

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
な

が
ら
自
社
に
合
う
よ
う
な
形

に
改
善
を
重
ね
て
い
っ
た
︒

　

同
社
の
車
両
に
は
︑
大
型

車
に
も
小
型
車
に
も﹁
Ｊ
Ａ
﹂

の
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
る
︒
こ

れ
は
︑
も
し
同
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
事
故
を
起
こ
し
た
り
︑

危
険
運
転
を
行
っ
た
場
合
に

は
︑
荷
主
で
あ
る
Ｊ
Ａ
に
ク

レ
ー
ム
が
入
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
︒
そ
の

た
め
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

車
両
に
Ｊ
Ａ
の
マ
ー
ク
が
入

っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す

る
際
に
は
﹁
Ｊ
Ａ
の
看
板
を

背
負
っ
て
い
る
﹂
と
い
う
強

い
認
識
を
も
ち
︑
高
い
安
全

意
識
で
運
転
を
行
う
よ
う
に

し
て
い
る
と
い
う
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
荷
主
で

あ
る
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
︑
安

全
輸
送
を
維
持
し
て
い
く
た

め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど

萩
で
は
︑
半
期
に
１
度
（
３

月
・
９
月
）﹁
繁
忙
期
に
お

け
る
安
全
会
議
﹂
を
開
催
し

て
い
る
が
︑
同
社
で
も
同
会

議
に
参
加
し
︑
安
全
へ
の
意

識
を
高
め
て
い
る
︒
稲
作
が

本
格
的
に
始
ま
る
春
先
に

は
︑
多
く
の
農
家
に
肥
料
な

ど
を
届
け
る
必
要
が
あ
る
︒

ま
た
︑秋
口
の
収
穫
期
に
は
︑

収
穫
し
た
農
作
物
を
消
費
地

へ
輸
送
す
る
必
要
が
あ
る
︒

農
作
物
生
産
者
に
と
っ
て
の

繁
忙
期
は
︑
同
社
に
お
け
る

繁
忙
期
で
も
あ
る
の
だ
︒
忙

し
い
中
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ

ス
が
大
き
な
事
故
の
引
き
金

に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
︑

荷
主
で
あ
る
Ｊ
Ａ
と
運
送
会

社
で
あ
る
同
社
が
協
力
し
な

が
ら
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
︒

　

安
全
会
議
で
は
︑
運
送
事

業
者
と
し
て
必
要
な
こ
と

や
︑
取
り
組
み
た
い
こ
と
な

ど
が
あ
っ
た
際
に
は
︑
同
社

か
ら
Ｊ
Ａ
に
積
極
的
に
改
善

を
提
案
し
て
い
る
と
い
う
︒

提
案
内
容
が
︑﹁
安
全
性
を

さ
ら
に
高
め
る
﹂﹁
輸
送
効

率
を
向
上
さ
せ
る
﹂
な
ど
︑

荷
主
側
か
ら
考
え
て
も
必
要

性
の
高
い
事
案
と
認
め
ら
れ

れ
ば
︑
提
案
内
容
は
す
ぐ
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
︒

　

例
え
ば
︑
荷
積
み
・
荷
卸

し
の
際
に
操
作
す
る
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
免
許
は
︑
同
社

で
は
全
社
員
に
取
得
さ
せ
て

い
る
︒
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
は

荷
役
作
業
の
効
率
化
に
繋
が

る
︒
免
許
取
得
に
か
か
る
費

　

同
社
で
は
︑﹁Eco

（
エ
コ

運
転
）M

annm
a

（
燃
料
）

５
％
（
削
減
）﹂
と
銘
打
ち
︑

平
成
22
年
４
月
か
ら
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
︒

　

同
社
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
の
ス
タ
ー
ト
は
︑
安
全
性

優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事

業
所
）
認
定
取
得
へ
の
取
り

組
み
と
重
な
る
︒
Ｇ
マ
ー
ク

用
は
︑
同
社
が
Ｊ
Ａ
に
対
し

て
免
許
取
得
の
必
要
性
を
説

明
し
た
上
で
︑
同
社
と
Ｊ
Ａ

が
折
半
し
て
負
担
し
て
い
る

と
い
う
︒

　

荷
主
と
運
送
事
業
者
が
双

方
納
得
し
た
上
で
投
資
を
行

い
︑
輸
送
品
質
を
高
め
て
い

く
こ
と
で
︑
荷
主
も
運
送
事

業
者
も
お
互
い
に
良
い
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
︒

﹁W
in-W

in

﹂
の
関
係
が
︑

同
社
と
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩

の
間
に
は
成
り
立
っ
て
い
る
の

で
あ
る
︒

　

な
お
︑
同
社
で
は
動
態
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

る
が
︑
荷
物
に
か
か
わ
る
一

部
の
情
報
は
Ｊ
Ａ
に
も
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
送
ら
れ
て
い
る
︒

荷
物
の
所
在
な
ど
に
つ
い
て

は
︑
同
社
の
端
末
だ
け
で
な

く
︑
Ｊ
Ａ
の
事
務
所
の
端
末

で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

事
業
所
へ
の
認
定
に
際
し
て

は
︑﹁
安
全
性
に
対
す
る
取

組
の
積
極
性
﹂が
問
わ
れ
る
︒

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
取
得
前
の
同

社
で
は
︑
結
果
的
に
は
事
故

は
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の

の
︑
安
全
に
対
す
る
会
社
組

織
全
体
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
ま
だ
不
完
全
で
あ
っ

た
︒
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
取
得
を

き
っ
か
け
に
︑
全
社
的
な
安

全
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
る
と
と
も
に
︑
同
じ
よ
う

に
ま
だ
不
十
分
だ
っ
た
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
さ
せ
る
こ

と
で
安
全
効
果
を
高
め
る
と

と
も
に
︑
コ
ス
ト
削
減
に
も

繋
げ
て
い
こ
う
と
考
え
た
と

い
う
︒

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
実

　

同
社
で
は
︑年
に
２
回
（
１

月
・
７
月
）﹁
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

報
告
会
﹂を
実
施
し
て
い
る
︒

同
報
告
会
で
は
︑
事
故
事
例

を
も
と
に
意
見
交
換
を
行
い
︑

﹁
ど
う
す
れ
ば
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
﹂

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
考
え
さ
せ

て
い
る
と
い
う
︒
ま
た
︑
月

に
１
度
行
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
通
じ
︑
安
全
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
い
る
︒

　

い
ま
当
地
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
の
は
︑
高
齢
者
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
が

増
え
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
︒

同
社
で
は
︑
事
故
に
繋
が
り

か
ね
な
い
よ
う
な
危
険
な
運

転
を
し
て
い
る
高
齢
者
ド
ラ

イ
バ
ー
の
車
を
見
か
け
る
と
︑

ま
ず
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
︒
同
社
の
ト
ラ

ッ
ク
に
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
が
全
車
に
搭
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
ド
ラ
レ
コ
の

画
像
も
確
認
し
た
上
で
︑﹁
こ

の
ナ
ン
バ
ー
の
車
に
は
気
を

付
け
る
よ
う
に
﹂
と
社
内
の

掲
示
板
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
で
情
報
共
有
し
て
い
る
と

い
う
︒
危
険
に
繋
が
る
情
報

を
把
握
し
︑
防
衛
運
転
に
努

め
る
こ
と
で
︑
事
故
を
未
然

に
防
い
で
い
る
の
で
あ
る
︒

　

最
後
に
︑
同
社
に
お
け
る

今
後
の
安
全
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
︑
種
子
社
長
に
聞

い
た
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
が
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い

く
た
め
に
は
︑
ま
ず
は
社
内

第
８
回種子　治一

代表取締役

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
荷
主
で
あ
る
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組

合（
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
・
山
口
県
萩
市
）と
連
携
し
︑

協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
︑
高
い
レ
ベ
ル
で
の
輸
送
品
質

の
向
上
に
努
め
て
い
る
︑
山
口
県
萩
市
の
㈲
吉
部
運

送
を
紹
介
し
ま
す
︒

企業プロフィール
■ 社　　　名 ㈲吉部運送
■ 本社所在地 山口県萩市大字高佐下851-8
■ 代 表 者 代表取締役　種子　治一
■ 設　　　立 平成元年10月5日
■ 資 本 金  500万円
■ 社 員 数  26人（うちドライバー17人）
■ 車 両 数  20台

施
に
際
し
て
は
︑
長
距
離
輸

送
に
あ
た
る﹁
チ
ー
ム
大
型
﹂

（
８
人
）
と
地
場
の
輸
送
を

担
う
﹁
チ
ー
ム
配
送
﹂（
同
）

の
２
チ
ー
ム
に
ド
ラ
イ
バ
ー

を
分
け
︑﹁
燃
費
５
％
削
減
﹂

を
目
標
に
設
定
し
て
取
り
組

み
を
開
始
︒
自
社
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進

マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
作
成
し
︑

目
標
達
成
を
目
指
し
た
︒
年

間
目
標
を
達
成
し
た
暁
に
は

ド
ラ
イ
バ
ー
に
ポ
イ
ン
ト
を

贈
呈
し
︑
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ

た
金
額
を
賞
与
と
し
て
支
給

し
て
︑
還
元
す
る
施
策
も
取

り
入
れ
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

燃
費
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
︒ 　

﹁
最
初
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
に
否
定
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー

も
い
ま
し
た
が
︑
次
第
に
全

員
が
取
り
組
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
︒
当
社
で
は
ラ
ッ
ピ

ン
グ
ト
ラ
ッ
ク（
別
項
参
照
）

も
走
ら
せ
て
い
ま
す
︒
最
初

は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

る
１
人
だ
け
が
小
ま
め
に
洗

車
し
て
い
る
状
況
で
し
た
が
︑

今
で
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
有
無

を
問
わ
ず
︑
み
ん
な
が
き
れ

い
に
洗
車
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
︒﹃
会
社
の
一
体
感
﹄

を
醸
成
す
る
こ
と
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
考
え
が
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
﹂（
種
子
社
長
）

環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て

き
ま
す
︒
今
後
の
課
題
と
し

て
は
︑﹃
健
康
起
因
事
故
を

防
ぐ
た
め
の
健
康
管
理
﹄︑

そ
し
て
﹃
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
﹄の
強
化
が
あ
り
ま
す
︒

安
全
輸
送
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
も
︑
そ
し
て
﹃
荷
主

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
﹄

た
め
に
も
︑
こ
れ
か
ら
も
精

い
っ
ぱ
い
安
全
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈲
吉
部
運
送 

種
子
治
一
代
表
取
締
役
︑
波

多
野
覚
常
務
取
締
役

　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
は
︑

平
成
18
年
に
山
口
県
萩
市
を

拠
点
に
誕
生
し
ま
し
た
︒
萩

市
と
阿
武
郡
阿
武
町
を
所
管

し
︑
米
を
は
じ
め
と
し
て
︑

大
根
や
ト
マ
ト
な
ど
の
野

菜
︑
夏
ミ
カ
ン
や
梨
な
ど
の

果
実
︑
ま
た
黒
毛
和
牛
の
子

牛
の
肥
育
な
ど
を
手
が
け
て

い
ま
す
︒
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

を
取
り
入
れ
な
が
ら
生
産
を

行
い
︑
生
産
量
で
勝
負
す
る

の
で
は
な
く
﹁
キ
ラ
ッ
と
光

る
も
の
﹂
を
生
産
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

吉
部
運
送
と
の
付
き
合
い

は
古
く
︑
現
在
で
は
主
に
農

作
物
を
大
阪
や
九
州
な
ど
の

消
費
者
ま
で
輸
送
す
る
仕
事

の
ほ
か
︑
肥
料
や
農
薬
な
ど

と
い
っ
た
農
業
生
産
資
材
を

地
元
農
家
ま
で
運
ぶ
仕
事
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
︒
当
エ

リ
ア
に
は
約
８
０
０
０
戸
の

農
家
が
あ
り
ま
す
が
︑
エ
リ

ア
の
農
家
を
熟
知
し
て
い
る

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
配

達
ミ
ス
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
︒
さ
ら
に
︑
カ
ン
ト
リ

ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
穀
物
の

貯
蔵
施
設
）
や
育
苗
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
運
営
業
務
を
委
託

す
る
な
ど
︑
同
社
と
Ｊ
Ａ
あ

ぶ
ら
ん
ど
萩
は
︑
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
︒

　

27
年
に
︑
萩
の
産
業
遺
産

群
を
含
む
﹁
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
﹂
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
な
ど
︑
萩
へ

の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
︒

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
で
は
同

社
と
協
力
し
て
︑
萩
市
へ
の

観
光
客
増
加
を
図
る
べ
く
︑

萩
市
の
観
光
地
を
車
体
に
装

飾
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ

ク
を
制
作
（
写
真
上
）︒
現

在
で
は
３
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
︑

西
日
本
を
中
心
に
走
行
し
て

い
ま
す
︒
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク

を
運
転
す
る
際
に
は
︑
非
常

に
気
を
使
い
︑
と
て
も
大
事

に
乗
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
︒
ま

た
︑
優
し
い
運
転
が
ト
ラ
ッ

ク
で
運
ん
で
い
る
農
産
物
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
繋
が

り
︑
非
常
に
あ
り
が
た
く
感

じ
て
い
ま
す
︒

　

農
産
物
輸
送
に
あ
た
っ
て

は
︑
事
故
の
な
い
安
全
輸
送

が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
︒
萩

市
を
背
負
っ
て
走
っ
て
い
る
ラ

ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
が
危
険

運
転
を
繰
り
返
し
た
り
︑
事

故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
よ
う

で
は
︑
萩
市
や
萩
の
農
産
品

に
と
っ
て
は
大
き
な
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
な
り
ま
す
︒
同

社
は
こ
れ
ま
で
に
一
度
も
事

故
が
な
く
︑
ま
た
消
費
者
や

農
家
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
も
あ

り
ま
せ
ん
︒
同
社
が
事
故
の

な
い
安
全
運
転
を
継
続
す
る

こ
と
で
︑
萩
市
や
萩
の
農
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
よ
り
高

ま
っ
て
い
ま
す
︒
同
社
に
は
︑

今
後
も
質
の
高
い
輸
送
を
続

け
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
︒

水津　俊男
代表理事組合長

萩市の有名な観光地である「江戸屋横町」、「菊屋家住宅」などが描かれたラッピングト
ラック

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
目
指
し
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進

﹁
会
社
の一
体
感
﹂
が
社
員
を
動
か
し
た

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
を
社
員
間
で
共
有

防
衛
運
転
が
荷
主
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る

「荷主の看板を背負って走る」
荷主と運送事業者が連携し　事故防止対策に磨きをかける

動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
一
部
の

情
報
は
Ｊ
Ａ
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

確
認
で
き
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
ド
ラ
イ

バ
ー
の
安
全
意
識
を
高
め
て
い
る
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102「
冬
野
菜
の
道
②
」 

雪
と
水
で
育
つ「
勝
山
水
菜
」

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
人
の
暮
ら

し
に
欠
か
せ
な
い
︒
そ
れ
だ

け
に
︑
雪
国
で
は
冬
で
も
何

と
か
野
菜
を
食
べ
よ
う
と
︑

漬
け
物
を
た
く
さ
ん
用
意
す

る
︒
し
か
し
︑
春
も
間
近
に

な
る
と
︑
そ
れ
も
食
べ
尽
く

し
て
し
ま
い
︑﹁
一
日
も
早
く

生
鮮
野
菜
を
食
べ
た
い
﹂
と

誰
も
が
渇
望
し
始
め
る
︒

　

幸
い
︑
豪
雪
地
帯
の
福
井

県
勝
山
市
に
は
︑
そ
ん
な
と

き
に
旬
を
迎
え
る
﹁
勝
山
水

菜
﹂
が
あ
る
︒
京
野
菜
系
の

水
菜
と
は
別
種
で
︑
菜
種
に

近
い
葉
菜
だ
︒
見
た
目
は
ア

ブ
ラ
ナ
そ
っ
く
り
︒

　

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
勝
山
城

近
く
で
︑
雪
に
覆
わ
れ
た
水

田
に
か
ま
ぼ
こ
型
の
ト
ン
ネ

ル
を
見
か
け
た
ら
︑
そ
れ
が

勝
山
水
菜
の
畑
だ
︒
近
寄
っ

﹃
寒
締
め
﹄
効
果
が
あ
る
の

で
︑
地
元
で
は
﹁
雪
が
積
も

れ
ば
積
も
る
ほ
ど
甘
味
が
増

す
﹂
と
喜
ぶ
︒
害
虫
の
い
な

い
季
節
だ
か
ら
︑
農
薬
が
必

要
な
い
の
も
う
れ
し
い
︒

　

収
穫
は
２
月
後
半
か
ら
︒

花
茎
は
緑
色
が
濃
く
て
︑
か

な
り
太
い
け
れ
ど
︑
茹
で
る

と
す
ぐ
に
軟
ら
か
く
な
り
︑

甘
味
が
出
て
く
る
か
ら
︑
お

の
は
︑
２
月
末
の
﹁
勝
山
左

義
長
ま
つ
り
﹂
の
日
︒
左さ

ぎ義

長ち
ょ
う

と
は
本
来
は
小
正
月
の
火

祭
り
だ
が
︑
勝
山
で
は
盛
大

な
お
囃は

や

し子
の
ほ
か
︑
絵え

行あ
ん

灯ど
ん

︑
作
り
物
︑
押
し
絵
︑
短

冊
な
ど
で
町
中
が
盛
り
上
が

る
︒
そ
し
て
︑
水
菜
の
お
い

し
さ
が
誰
か
ら
も
喝
采
を
浴

び
る
の
も
こ
の
日
な
の
で
あ

る
︒ 

 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

て
み
る
と
︑
畝う

ね

と
畝
の
間
の

溝
に
水
が
流
れ
て
い
る
︒
こ

の
溝
は
雪
を
溶
か
す
た
め
の

も
の
だ
︒
ま
た
︑
ト
ン
ネ
ル

の
上
に
積
も
っ
た
雪
を
手
で

払
い
の
け
て
溝
に
落
と
す
と
︑

こ
れ
も
す
ぐ
に
溶
け
る
︒

　

お
か
げ
で
︑
水
菜
は
清せ

い
れ
つ冽

な
水
を
た
っ
ぷ
り
吸
っ
て
︑

花と

う茎
を
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば
し
て

い
く
︒
気
温
が
低
い
ほ
う
が

ひ
た
し
に
す
る
の
が
い
ち
ば

ん
簡
単
で
お
い
し
い
食
べ
か

た
だ
︒

　

農
家
で
は
﹁
水
菜
が
と
れ

始
め
た
ら
︑
も
う
ス
ー
パ
ー

の
野
菜
は
買
い
ま
せ
ん
︒
毎

日
水
菜
を
食
べ
て
も
ち
っ
と

も
飽
き
な
い
﹂
と
︑
雪
に
埋

も
れ
た
ト
ン
ネ
ル
に
温
か
い

ま
な
ざ
し
を
そ
そ
ぐ
︒

　

勝
山
に
本
当
の
春
が
来
る

❶ ×（標識令327の6）この標識は、
牽引自動車の自動車専用道路におけ
る第一通行帯通行指定区間を示す
ものであり、高速自動車国道における
通行区分を示すものではない。

❷ ×（標識令327の2）この標識は、
大型貨物自動車等の通行区分を示
すものだが、高速自動車国道だけに
限定されているものではない。 

❸ ○（標識令325）この標識は、自動
車専用を示すもので、この標識のあ
る道路は、高速自動車国道又は自動
車専用道路であることを示している。

❹ ×（標識令407のB）この標識は、
横断歩道があることを示している。

❺ ○（標識令408）この標識は、安
全地帯であることを示しており、車は
通行できない。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①昼間、暗いトンネルから明るい外に出る時、目が明
るさに順応できずに、一瞬何も見えないような状態
になるため、出口付近で減速する車もよくあります。
そのような時に車間距離を十分にとっていないと
追突する危険がありますから、トンネルの出口に近
付いた時は、意識して車間距離を長くとるようにし
ましょう。
※暗い場所から明るい場所に出る時、目が明るさに順
応できず、一瞬何も見えないような状態になり、その
後次第に目が光に慣れてきて見えるようになる現象
を「明順応」といい、その逆に明るい場所から暗い場
所に入った時に起こる同じような現象を「暗順応」と
いいます。これは視力の良しあしにかかわらず、誰に
でも起こる現象ですから注意しましょう。

②トンネルの出口は、強風や突風が吹きやすい場所
といわれています。「交通の教則」においても、「第７
章高速道路での走行」の中で、「トンネルや切り通し
の出口などでは、横風のためにハンドルを取られる
ことがあるので注意する」ことが記されています。特
に３月は強風が吹きやすい時期ですから、車体が
高く風の影響を受けやすいトラックは、十分な注意
が必要です。また、トンネルの入口や出口は凍結し
やすい場所でもあります。３月に入ったとはいえ、

①トンネルの出口付近で前車が減速をすると、追突する
危険があります（図１）。
②トンネルの出口が凍結しているとスリップしたり、突風
が吹いているとハンドルをとられて走行安定性を失い、
側壁やガードレールなどに衝突したり横転する危険
があります（図２）。

　３月初旬の昼間、あなたは高速道路のトン
ネル内を走行しています。前方には乗用車が
走行しています。出口が見えてきました。この場
面にはどのような危険がありますか。また、危
険を避けるためにはどのような運転をすれば
よいでしょうか。考えてみましょう。

トンネル

山間部や寒冷地のトンネルの出口では路面
が凍結している恐れもありますから、その点
への注意も怠らないようにしましょう。

③トンネルの出口が見えても、かなり接近しな
ければ出口の状況は把握できません。しかも、
トンネルの入口と出口では気象状況が変わっ
ていることもよくあります。したがって、入口で
は晴れていて風も穏やかだったから、出口も
同じだろうと考えて漫然と走行するのは危険
です。出口では気象状況などが変化している
かもしれないと考えて、早めの状況把握に努
めるなど、慎重な運転を心がけましょう。

　

こ
の
研
修
会
は
︑
物
流
経

営
士
の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
と
︑
物
流
経
営
士
同
士

の
受
講
期
を
超
え
た
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
る
も
の
で
︑
今
回
で
４

回
目
の
開
催
︒
愛
知
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
中
部
ト
ラ
ッ
ク

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
物
流

大
学
校
講
座
を
受
講
し
て
物

流
経
営
士
の
資
格
認
定
を
受

け
た
︑
第
1
期
か
ら
第
23
期

ま
で
の
修
了
生
69
人
が
参
加

し
た
︒

　

研
修
会
で
は
︑
ま
ず
藤
原

利
雄
全
ト
協
常
務
理
事
が
あ

い
さ
つ
し
︑
そ
の
後

講
演
（
別
掲
）
と
事

例
発
表
を
実
施
︒

　

事
例
発
表
で
は
︑

齋
藤
氏
が
物
流
経
営

士
と
し
て
の
同
社
で

の
取
り
組
み
を
紹

介
︒
同
社
は
父
親
に

よ
っ
て
創
業
さ
れ
︑

同
氏
は
２
代
目
と
し

て
経
営
に
携
わ
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
２

代
目
と
し
て
の
進
む

べ
き
道
に
つ
い
て
︑

﹁
時
代
は
変
わ
っ
て
お
り
︑

創
業
者
と
同
じ
よ
う
に
取
り

組
ん
で
も
う
ま
く
い
く
か
は

分
か
ら
な
い
︒
２
代
目
は
創

業
者
と
同
じ
山
を
登
る
の
で

は
な
く
︑
隣
に
も
う
ひ
と
つ

山
を
作
る
ぐ
ら
い
の
気
概
で

取
り
組
む
べ
き
﹂と
語
っ
た
︒

　

研
修
会
終
了
後
に
は
交
流

会
が
行
わ
れ
︑
小
幡
鋹
伸
愛

知
県
ト
協
会
長
が
﹁
こ
の
よ

う
な
機
会
を
通
じ
て
物
流
経

営
士
同
士
が
交
流
を
深
め
る

中
で
刺
激
し
合
い
︑
前
向
き

に
物
事
を
考
え
︑
そ
し
て
学

ば
れ
た
こ
と
を
今
後
の
業
務

の
中
で
活
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒
参
加

者
た
ち
は
積
極
的
に
情
報
交

換
な
ど
を
行
っ
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
愛
知
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
は
２
月
10
日
︑
愛
知
県
名
古
屋

市
の
名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
平

成
28
年
度
物
流
経
営
士
研
修
会
を
開
催

し
た
︒

　

今
回
の
研
修
会
で
は
︑
㈱
リ
ク
ル
ー
ト

ジ
ョ
ブ
ズ 

ジ
ョ
ブ
ズ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長
の
宇
佐
川
邦
子
氏
に
よ
る
講

演
（
テ
ー
マ
：
﹁
若
年
・
女
性
を
中
心
と

し
た
労
働
力
確
保
・
定
着
に
つ
い
て
﹂）

が
行
わ
れ
︑
そ
の
後
物
流
経
営
士
に
よ
る

事
例
発
表
と
し
て
︑
ト
ヨ
タ
ラ
イ
ン
㈱
の

齋
藤
和
彦
氏
が
発
表
を
行
っ
た
︒

　

な
お
︑
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
物
流

経
営
士
講
座
修
了
者
を
対
象
と
し
た
研

修
会
は
︑
３
月
13
日
に
開
催
さ
れ
る
︒

株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ジ
ョ
ブ
ズ　

ジ
ョ
ブ
ズ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長　

宇
佐
川 

邦
子
氏

講演
「
若
年
・
女
性
を
中
心
と
し
た
労
働
力
確
保
・
定
着
に
つ
い
て
」

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
仕
事

が
自
分
の
仕
事
に
な
り
得
る

の
か
ど
う
か
﹂
の
判
断
材
料

と
な
る
情
報
の
周
知
が
必
要

で
す
︒

　

ま
た
︑
運
送
業
界
未
経
験

者
に
と
っ
て
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
は
﹁
体
力
的
に
き
つ
い
仕

事
が
多
い
﹂
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
る
一
方
で
︑﹁
社

会
の
た
め
に
な
る
﹂﹁
人
か
ら

感
謝
さ
れ
る
﹂
と
思
っ
て
い

る
人
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
︒

﹁
体
力
的
に
き
つ
い
仕
事
が

多
い
﹂
と
い
う
未
経
験
者
の

心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
し
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
仕
事
へ

の
興
味
・
関
心
を
上
げ
て
い

く
こ
と
も
大
切
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
イ

メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
︑

そ
し
て
長
く
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
環
境
を
整
備
す
る
な

ど
運
送
業
界
の
魅
力
を
ア
ッ

プ
さ
せ
る
こ
と
で
︑
さ
ら
に

良
い
採
用
に
繋
が
り
ま
す
︒

▽ 

潜
在
労
働
力
の
高
い
﹁
女

性
ミ
ド
ル
層
﹂﹁
若
年
層
﹂

　　

全
国
︑
全
業
種
に
お
い
て

人
材
不
足
に
陥
っ
て
い
る
状

況
下
で
人
材
を
獲
得
す
る
た

め
に
は
︑
ま
ず
自
己
（
業
界

と
企
業
）
を
知
り
︑
採
用
競

合
と
な
る
他
業
界
を
知
り
︑

そ
し
て
働
く
人
を
正
し
く
知

っ
て
か
ら
募
集
活
動
を
行
う

こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
で
す
︒

　

20
代
中
頃
か
ら
50
代
前
半

ま
で
の
ミ
ド
ル
層
で
は
︑
男

性
で
は
就
業
率
が
９
割
以
上

に
達
し
て
い
ま
す
が
︑
女
性

で
は
７
割
に
も
満
た
な
い
の

で
す
︒も
っ
と
女
性
ミ
ド
ル
層

（
主
婦
）
に
目
を
向
け
て
︑

新
た
な
労
働
力
と
し
て
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
︑
運
送
業

界
に
お
け
る
労
働
力
確
保
に

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒

　

ま
た
︑
10
代
か
ら
20
代
前

半
に
か
け
て
の
若
年
層
で
︑

失
業
率
が
高
い
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
︒
若
年
層
の
採
用
を

強
化
す
る
こ
と
も
有
効
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　
▽ 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
職

場
環
境
を
改
善

　

新
た
な
戦
力
と
し
て
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
女
性
ミ
ド

ル
層
や
若
年
層
の
獲
得
に
際

し
て
は
︑
ま
ず
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
層
が
求
め
て
い
る
労

働
条
件
・
職
場
環
境
・
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
を
把
握
し
︑
そ
れ

に
合
わ
せ
た
施
策
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
︒

　

今
後
の
仕
事
を
探
す
際
に

重
視
す
る
も
の
を
聞
く
と
︑

全
体
的
に
﹁
勤
務
地
﹂﹁
勤

務
日
数
﹂
が
高
く
︑
そ
れ
に

加
え
て
︑
女
性
ミ
ド
ル
層
で

は
﹁
長
く
働
け
る
こ
と
﹂﹁
安

心
し
て
働
け
る
こ
と
﹂
が
職

場
で
重
視
す
る
も
の
の
上
位

に
入
っ
て
き
ま
す
︒
ま
た
︑

若
年
層
で
は
﹁
仕
事
へ
の
や

り
が
い
﹂
や
﹁
安
定
﹂
を
重

視
す
る
人
が
多
く
み
ら
れ
︑

仕
事
を
探
す
際
に
は
﹁
教
育

制
度
の
充
実
﹂﹁
福
利
厚
生
﹂

を
重
視
し
て
い
ま
す
︒

　

女
性
ミ
ド
ル
層
・
若
年
層

の
採
用
に
際
し
て
︑
運
送
会

社
が
対
応
可
能
な
具
体
的
な

対
策
事
例
と
し
て
は
︑
表
の

よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
︒

▽ 

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
・
魅
力
を

高
め
応
募
増
に
繋
げ
る

　

運
送
会
社
に
お
い
て
︑
求

人
応
募
数
を
高
め
る
た
め
に

は
︑
ま
ず
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い

う
職
業
の
認
知
度
向
上
や
︑

物流経営士研修会を開催
全ト協・愛知県ト協

運
送
業
界
に
お
け
る
若
年・女
性
の
活
用
策
に
つ
い
て
研
修
を
実
施

物
流
経
営
士
69
人
が
参

加
し
、講
演
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
（
２
月
10
日
、

名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
）

小幡 鋹伸
愛知県ト協会長

齋藤和彦
トヨタライン㈱代表取締役社長

宇佐川 邦子氏

採用ターゲットを変える
ターゲットにあわせ施策を導入する

▼

女
性
ミ
ド
ル
層
（
主
婦
）

働きやすさ 職場環境
労働時間の改善
• 短時間勤務制度の導入

働きやすさ、風通しの良さ改善
• 上司・同僚とのコミュニケーション施策

環境整備
• 女性ミドル層のための職場環境整備

身体的な業務負荷の軽減
• 荷積み、荷卸し作業の負荷軽減
• 長時間拘束の短縮検討

若
年
層

育成 キャリアパス
教育制度の改善
• キャリアアップ、面談、フォロー、教育

支援制度
評価制度の改善
• 昇格基準設定（社員登用制度等）
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▼
窓
か
ら

射
す
光
の

量
が
︑少
し

づ
つ
増
え
て

き
て
い
ま

す
︒
そ
れ
は﹁
光
の
春
﹂で
す
︒
他
方
︑

光
の
量
を
﹁
畳
の
目
一
つ
づ
つ
春
の
日

射
し
が
長
く
な
る
﹂
と
の
表
現
も
あ

り
︑
日
本
独
特
の
繊
細
な
言
葉
の
美

し
さ
を
感
じ
ま
す
︒
▼
文
字
通
り﹁
立

春
﹂
を
過
ぎ
て
︑
日
射
し
の
脚
も
少

し
づ
つ
長
く
な
っ
て
き
た
と
実
感
し

ま
す
︒
寒
さ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す

が
︑
着
実
に
近
付
い
て
い
る
春
の
足

音
を
感
じ
ま
す
︒
▼
鳥
達
も
季
節
と

呼
応
す
る
よ
う
に
変
声
し
た
囀
り

で
︑
求
愛
活
動
や
縄
張
り
宣
言
に
励

み
︑
春
を
呼
び
込
み
ま
す
︒
見
て
い

る
と
︑
こ
の
時
期
の
鳥
達
は
︑
自
由

闊
達
に
動
き
回
り
自
分
自
身
を
高
く

見
せ
︑
必
死
に
売
り
込
ん
で
い
る
か

の
よ
う
で
す
︒
▼
鳥
達
も
︑
人
間
と

同
様
に
生
き
て
い
く
の
は
至
難
の
技

の
よ
う
で
す
︒
健
気
な
そ
の
気
持
ち

お
察
し
い
た
し
ま
す
︒
▼
動
物
が
冬

眠
か
ら
目
覚
め
る
の
も
︑
植
物
が
芽

吹
き
花
を
咲
か
せ
る
の
も
︑
そ
れ
は

気
温
の
上
昇
よ
り
光
の
強
さ
が
大
き

く
左
右
す
る
と
い
う
の
は
︑
自
然
の

摂
理
な
の
で
し
ょ
う
︒﹁
快
晴
﹂﹁
曇
天
﹂

﹁
慈
雨
﹂﹁
濃
霧
﹂﹁
綿
雪
﹂
な
ど
自

然
が
も
た
ら
す
光
景
は
︑
変
化
に
溢

れ
︑﹁
素
晴
ら
し
い
﹂
の
一
言
で
す
︒

▼
そ
の
鳥
達
で
す
が
︑
自
宅
か
ら
最

寄
り
駅
に
行
く
ま
で
に
︑
近
道
し
て

小
川
の
土
手
を
通
る
と
︑
そ
こ
に
は

仕
草
が
可
愛
い
カ
ル
ガ
モ
︑
微
動
だ

に
し
な
い
シ
ロ
サ
ギ
︑
い
つ
も
集
団
の

ス
ズ
メ
︑
つ
が
い
の
キ
ジ
バ
ト
︑
白
色

の
尻
尾
を
上
下
に
振
る
ハ
ク
セ
キ
レ

イ
︑
緑
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
た
メ
ジ

ロ
︑
い
つ
も
臆
病
な
カ
ワ
ウ
と
︑
日

替
わ
り
で
た
く
さ
ん
の
鳥
達
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
時
に
は
︑
清

流
の
﹁
青
い
宝
石
﹂
と
呼
称
さ
れ
る

綺
麗
な
カ
ワ
セ
ミ
に
出
く
わ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
︒
▼
少
し
前
に
︑
久
し

振
り
に
モ
グ
ラ
に
遭
遇
し
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
︒
目
が
退
化
し
た
モ
グ

ラ
は
嗅
覚
の
み
で
前
進
し
︑
軟
ら
か

い
田
畑
の
土
に
潜
っ
て
い
き
ま
し

た
︒
地
中
を
鋭
い
両
手
で
掻
き
続
け

る
た
め
体
力
を
消
耗
し
て
︑
12
時
間

以
上
食
べ
続
け
な
い
と
死
ん
で
し
ま

う
と
い
う
モ
グ
ラ
︒
そ
の
モ
グ
ラ
は
︑

我
が
身
と
同
じ
く
プ
ク
プ
ク
と
肥
満

体
で
︑
身
に
つ
ま
さ
れ
た
瞬
間
で
し

た
︒
▼
そ
う
い
え
ば
︑
毎
朝
必
ず
鳥

達
に
餌
ま
き
を
し
て
い
る
年
配
の
女

性
が
い
ま
す
︒
聞
く
と
﹁
以
前
家
で

生
き
物
を
飼
っ
て
い
た
が
︑
死
ん
で

と
て
も
悲
し
い
思
い
を
し
た
の
で
そ

れ
以
来
︑
生
き
物
は
飼
わ
な
い
こ
と

に
し
た
﹂と
︒
で
も
︑自
然
の
中
で﹁
健

気
に
生
き
る
生
き
物
に
は
愛
着
が
あ

る
﹂
と
の
こ
と
で
し
た
︒
▼
も
う
少

し
す
れ
ば
小
川
の
両
サ
イ
ド
は
︑
土

筆
が
顔
を
出
し
︑
菜
の
花
が
咲
き
乱

れ
ま
す
︒
厳
し
い
冬
場
を
乗
り
越
え

て
こ
そ
の
感
動
で
す
︒
日
本
の
四
季

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
自
然
と
動
物
の

様
々
な
世
界
は
︑
得
難
い
貴
重
な
財

産
で
す
︒
光
の
春
は
日
ご
と
に
長
く

な
っ
て
き
ま
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・3・1

こ
ち
ら
広
報
室
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会 社 概 要
㈱ 村山興業

本　　社　新潟県十日町市北新田132
設　　立　昭和50年5月
資 本 金　1,000万円
従業員数　35人（うちドライバー15人）
車 両 数　17台

ここが聞きたい！

村山社長に

特
別
豪
雪
地
帯
の
十
日
町
市

３
か
月
に
わ
た
る
雪
と
の
戦
い

　

新
潟
県
十
日
町
市
は
︑
豪

雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
に

よ
っ
て
﹁
特
別
豪
雪
地
帯
﹂

に
指
定
さ
れ
て
い
る
︒
十
日

町
市
で
は
︑
例
年
11
月
20
日

頃
に
初
雪
を
迎
え
る
︒
晩
秋

の
う
ち
は
︑
雪
が
降
っ
て
も

溶
け
て
し
ま
う
た
め
除
雪
の

必
要
は
な
い
が
︑
12
月
半
ば

ぐ
ら
い
に
な
る
と
降
っ
た
雪

が
溶
け
ず
に
根
雪
と
し
て
残

る
よ
う
に
な
る
︒
そ
の
頃
に

な
る
と
︑
市
内
各
所
で
除
雪

作
業
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
︒

　

㈱
村
山
興
業
は
︑
雪
の
な

い
時
期
に
は
建
設
機
械
・
資

材
運
搬
や
廃
棄
物
収
集
運

搬
︑
重
機
に
よ
る
土
工
事
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
︑
12
月

か
ら
２
月
ま
で
は
市
内
に
お

け
る
除
雪
作
業
を
担
っ
て
い

る
︒
同
社
で
は
同
作
業
を
行

う
た
め
︑
雪
を
砕
い
て
遠
く

へ
飛
ば
す
こ
と
の
で
き
る
ロ
ー

タ
リ
ー
除
雪
車
や
︑
交
差
点

や
生
活
道
路
な
ど
の
除
雪
に

使
わ
れ
る
除
雪
ド
ー
ザ
ー
︑

ま
た
路
上
に
固
く
凍
り
つ
い

た
雪
で
も
削
り
取
る
こ
と
の

で
き
る
除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー
な

ど
を
保
有
し
︑
冬
季
作
業
に

備
え
て
い
る
︒

　

作
業
の
中
身
と
し
て
は

﹁
除
雪
﹂
と
﹁
排
雪
﹂
の
２

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒

除
雪
と
は
︑
道
路
に
積
も
っ

た
雪
を
路
肩
に
寄
せ
た
り
︑

近
場
に
用
意
さ
れ
た
雪
置
き

場
に
運
ぶ
作
業
で
あ
る
︒
一

方
で
排
雪
は
︑
道
の
路
肩
や

雪
置
き
場
に
た
ま
っ
た
雪
を

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

み
︑
川
原
な
ど
の
邪
魔
に
な

ら
な
い
場
所
（
雪
捨
て
場
）

に
移
す
こ
と
で
あ
る
︒
つ
ま

り
︑
除
雪
の
段
階
で
は
ま
だ

そ
の
場
所
や
近
く
の
場
所
に

雪
が
残
存
し
て
お
り
︑
定
期

的
に
排
雪
を
行
わ
な
け
れ
ば

雪
が
そ
の
場
所
に
た
ま
り
続

け
て
し
ま
う
︒

　

除
雪
と
排
雪
が
と
も
に
効

果
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
︑

豪
雪
地
帯
で
あ
っ
て
も
道
路

交
通
が
麻
痺
す
る
こ
と
な

く
︑
ま
た
雪
国
に
暮
ら
す
市

民
の
日
常
生
活
も
守
ら
れ
る

の
で
あ
る
︒

ロ
ー
タ
リ
ー
車
で
雪
を
跳
ね
上
げ

ダ
ン
プ
車
で
雪
捨
て
場
に
運
ぶ

　

除
雪
作
業
は
︑
基
本
的
に

は
交
通
量
の
少
な
い
深
夜
か

ら
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間
ま

で
の
間
に
行
わ
れ
る
︒
目
安

と
し
て
︑
雪
が
10
～
15
㌢
㍍

以
上
降
っ
た
時
に
自
治
体
か

ら
出
動
要
請
が
あ
り
︑
そ
れ

を
受
け
て
除
雪
作
業
を
行
う
︒

同
社
の
除
雪
に
従
事
す
る
社

員
は
︑
深
夜
１
時
半
に
集
合

し
︑
２
時
半
頃
か
ら
除
雪
作

業
を
実
施
︒
車
道
に
積
も
っ

た
雪
は
除
雪
ド
ー
ザ
ー
で
路

肩
に
寄
せ
る
ほ
か
︑
歩
道
に

積
も
っ
た
雪
は
小
型
除
雪
機

を
使
っ
て
道
の
脇
に
積
み
上

げ
︑
歩
道
を
確
保
す
る
︒
道

幅
が
狭
く
路
肩
に
雪
を
寄
せ

る
ス
ペ
ー
ス
の
な
い
生
活
道

路
で
は
︑
各
所
に
設
け
ら
れ

た
雪
置
き
場
に
雪
を
集
め

る
︒
通
常
な
ら
朝
７
時
頃
ま

で
に
除
雪
作
業
を
終
え
る

が
︑
降
雪
量
が
多
く
な
る
と

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
後
な
ど
に
も
除

雪
を
行
う
こ
と
が
あ
る
そ
う

だ
︒

　

一
方
︑
排
雪
作
業
は
︑
ド

カ
雪
の
際
に
は
夜
間
や
早
朝

に
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
も

の
の
︑
基
本
的
に
は
明
る
い

う
ち
で
の
作
業
と
な
る
︒

　

除
雪
作
業
に
よ
っ
て
道
路

脇
に
う
ず
高
く
積
み
上
が
っ

た
雪
は
︑
ロ
ー
タ
リ
ー
車
に

よ
っ
て
跳
ね
上
げ
ら
れ
て
︑

ダ
ン
プ
車
の
荷
台
に
積
ま
れ

て
い
く
︒
ロ
ー
タ
リ
ー
車
は

少
し
ず
つ
前
進
し
な
が
ら
雪

を
跳
ね
上
げ
て
い
く
た
め
︑

ダ
ン
プ
車
も
同
じ
よ
う
に
少

し
ず
つ
前
進
し
︑
荷
台
で
雪

を
受
け
止
め
る
︒
ロ
ー
タ
リ

ー
車
か
ら
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

１
回
鳴
ら
さ
れ
る
と
︑
ダ
ン

プ
車
は
そ
れ
を
合
図
に
さ
ら

に
前
進
す
る
︒
こ
れ
は
︑
荷

台
に
雪
を
均
一
に
積
み
込
む

た
め
の
も
の
だ
︒
こ
れ
ら
の

作
業
を
行
っ
て
い
る
際
に
も
︑

対
向
車
線
で
は
交
互
通
行
で

車
が
通
っ
て
い
る
た
め
︑
作

業
に
あ
た
っ
て
は
︑
こ
れ
ら

の
車
の
動
き
に
も
気
を
配
る

必
要
が
あ
る
︒
荷
台
い
っ
ぱ

ベ
ル
カ
ー
を
使
っ
て
ダ
ン
プ
車

の
荷
台
に
積
載
さ
れ
︑
同
じ

よ
う
に
雪
捨
て
場
へ
と
運
ば

れ
て
い
く
︒

　

市
内
を
流
れ
る
信
濃
川
の

河
原
に
設
け
ら
れ
た
雪
捨
て

場
に
は
︑
市
内
各
所
か
ら
ダ

ン
プ
車
が
集
ま
っ
て
く
る
︒

雪
を
積
載
し
た
ダ
ン
プ
車

は
︑
所
定
の
場
所
で
ダ
ン
プ

ア
ッ
プ
し
て
雪
を
次
々
に
捨

て
て
い
き
︑
雪
を
積
む
た
め

に
再
び
戻
っ
て
い
く
︒
積
雪

量
が
多
く
な
る
と
雪
捨
て
場

に
行
く
回
数
も
増
え
︑
雪
捨

て
場
前
に
は﹁
雪
捨
て
待
ち
﹂

の
ダ
ン
プ
車
の
行
列
が
で
き

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
︒

バ
ー
は
︑
対
向
車
と
の
接
触

事
故
防
止
に
も
気
を
使
っ
て

い
る
そ
う
だ
︒

　

さ
ら
に
︑
家
の
前
で
雪
か

き
を
し
て
い
る
人
の
動
向
に

も
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
︒

雪
に
は
吸
音
効
果
が
あ
る
た

め
︑
大
き
な
音
に
気
付
き
づ

ら
く
な
る
︒﹁
外
は
寒
い
か

ら
︑雪
を
早
く
片
付
け
た
い
﹂

と
思
う
あ
ま
り
︑
雪
か
き
に

夢
中
に
な
り
周
り
の
変
化
に

気
付
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う

人
も
少
な
く
な
い
︒
し
か
も
︑

雪
の
壁
に
よ
っ
て
視
界
が
遮

ら
れ
て
い
る
︒
人
が
ダ
ン
プ

車
の
接
近
に
気
付
か
な
か
っ

た
た
め
に
発
生
し
た
事
故
も

あ
る
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は

人
の
動
き
に
も
気
を
付
け
な

い
と
な
ら
な
い
︒

　

一
方
で
︑
積
雪
地
な
ら
で

は
の
こ
う
し
た
多
く
の
危
険

か
ら
身
を
守
ろ
う
と
慎
重
に

ダ
ン
プ
車
の
運
転
を
行
う
あ

ま
り
︑
作
業
効
率
が
悪
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と

い
う
︒
ド
カ
雪
の
際
に
は
素

早
い
除
雪
・
排
雪
作
業
が
求

め
ら
れ
る
た
め
︑
安
全
確
保

と
効
率
維
持
の
両
立
が
要
求

さ
れ
る
の
で
あ
る
︒

い
に
雪
が
積
載
さ
れ
る
と
︑

ロ
ー
タ
リ
ー
車
か
ら
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
２
回
鳴
ら
さ
れ
る
︒

こ
れ
が
積
み
込
み
終
了
の
合

図
で
︑
雪
を
積
ん
だ
ダ
ン
プ

車
は
雪
捨
て
場
に
向
け
て
走

り
去
っ
て
い
く
︒

　

ま
た
︑
住
宅
地
の
雪
置
き

場
に
積
ま
れ
た
雪
は
︑
シ
ョ

視
界
を
奪
う
「
雪
の
壁
」
に
要
注
意

安
全
を
確
保
し
な
が
ら
素
早
く
作
業

　

除
雪
・
排
雪
作
業
に
お
け

る
注
意
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

尋
ね
る
と
︑ま
ず
﹁
雪
の
壁
﹂

に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

る
と
い
う
︒
排
雪
前
に
は
︑

除
雪
作
業
で
路
肩
に
寄
せ
ら

れ
た
雪
が
う
ず
高
く
積
み
上

が
っ
て
い
る
︒
こ
の
雪
の
壁
は

視
界
を
奪
い
︑
壁
の
向
こ
う

側
は
何
も
見
え
な
い
︒
細
い

交
差
点
や
商
業
施
設
の
駐
車

場
な
ど
か
ら
作
業
を
行
っ
て

い
る
道
に
入
っ
て
く
る
車
も

い
る
が
︑
雪
の
壁
が
視
界
を

阻
ん
で
い
る
た
め
︑
安
全
に

発
進
で
き
る
か
ど
う
か
の
確

認
が
難
し
く
な
る
︒
結
果
と

し
て
︑
雪
の
壁
の
向
こ
う
か

ら
突
然
車
が
現
れ
︑
出
合
い

頭
の
衝
突
事
故
に
な
り
か
ね

な
い
の
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
雪
の
壁
が
あ
る
せ

い
で
︑
雪
の
な
い
時
期
に
比

べ
る
と
車
の
通
行
で
き
る
幅

が
狭
く
な
り
︑
車
の
す
れ
違

い
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
場

合
も
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
ダ

ン
プ
車
を
運
転
す
る
ド
ラ
イ

冬
の
風
物
詩

「
十
日
町
雪
ま
つ
り
」

会
場
に
き
れ
い
な
雪
を
運
び
込
む

　

十
日
町
市
で
は
毎
年
﹁
十

日
町
雪
ま
つ
り
﹂
が
市
内
各

所
の
会
場
で
開
催
さ
れ
る
︒

同
社
で
は
︑
雪
ま
つ
り
の
会

場
設
営
を
手
が
け
る
ほ
か
︑

会
場
設
営
に
使
わ
れ
る
雪
の

輸
送
に
も
携
わ
っ
て
い
る
︒

　

今
年
の
雪
ま
つ
り
は
２
月

17
日
～
19
日
に
開
催
さ
れ
た

が
︑
雪
ま
つ
り
に
向
け
て
の

準
備
は
１
か
月
ほ
ど
前
か
ら

始
ま
っ
た
︒
会
場
に
は
雪
で

造
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
︑

雪
像
や
雪
で
で
き
た
大
き
な

滑
り
台
な
ど
も
造
ら
れ
る
︒

先
に
紹
介
し
た
除
雪
・
排
雪

作
業
で
発
生
す
る
よ
う
な
汚

れ
た
雪
で
は
︑
真
っ
白
な
雪

像
を
造
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒

そ
こ
で
︑
材
料
と
な
る
よ
う

な
き
れ
い
な
雪
を
会
場
に
運

び
入
れ
る
必
要
が
あ
る
︒

　

市
街
地
か
ら
少
し
離
れ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
十
日
町
市
総

合
公
園
は
︑
冬
の
間
は
積
雪

の
た
め
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
︒

人
が
踏
み
入
れ
て
い
な
い
公

園
に
積
も
っ
た
き
れ
い
な
雪

を
ダ
ン
プ
車
に
積
載
し
︑
街

中
に
あ
る
会
場
ま
で
輸
送
す

る
︒
運
ば
れ
た
雪
は
︑
会
場

内
で
雪
像
な
ど
の
材
料
と
し

て
使
わ
れ
る
︒

　

豪
雪
地
帯
の
住
民
に
と
っ

て
は
︑
降
り
や
ま
な
い
雪
は

悩
み
の
タ
ネ
で
あ
る
︒
し
か

し
︑
大
量
の
雪
を
う
ま
く
活

用
す
る
こ
と
で
︑
全
国
各
地

か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
み
︑

街
の
活
気
を
創
出
す
る
こ
と

も
で
き
る
︒
同
社
は
︑
雪
の

輸
送
を
通
じ
て
地
域
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
︒

（
取
材
協
力
）
㈱
村
山
興
業 

村
山
広
幸
代
表
取
締
役
、
空

撮
事
業
部 

俵
山 

哲
氏

　

当
社
で
は
︑
８
月
と

12
月
に
﹁
安
全
会
議
﹂

を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

除
雪
・
排
雪
作
業
の
期

間
に
な
る
と
︑
社
員
全

員
が
顔
を
合
わ
せ
る
と
い
う
機
会
が
少
な
く
な

る
た
め
︑
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
情
報
の
共
有
な
ど
に
苦

労
す
る
面
も
あ
り
ま
す
が
︑
無
線
連
絡
な
ど
を

活
用
し
て
注
意
を
促
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
当
地
は
豪
雪
地
帯
で
あ
る
た
め
︑
降

雪
量
が
増
え
て
毎
日
の
作
業
が
忙
し
く
な
っ
た

際
に
は
︑
社
員
の
疲
労
の
蓄
積
具

合
に
特
に
気
を
配
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
︒
仕
事
に
送
り
出
す
際
に
は

社
員
の
顔
色
や
態
度
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
︑
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も

過
労
状
態
に
な
い
か
確
認
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
︒

村山広幸代表取締役

雪が降る中、ロータリー車が道路脇の雪を跳ね上げてダンプ車の荷台に積載していく

排雪作業の流れ

雪まつり会場への雪輸送の流れ

② 

ロ
ー
タ
リ
ー
車
に
よ
っ
て
30
秒
ほ

ど
で
雪
が
満
載
さ
れ
る

❷ 

ロ
ー
タ
リ
ー
車
が
雪
の
塊
を
次
々

に
崩
し
、
ダ
ン
プ
車
の
荷
台
に
跳

ね
上
げ
る

❸ 

雪
ま
つ
り
会
場
前
の
道
路
で
ダ
ン

プ
ア
ッ
プ
し
て
、
き
れ
い
な
雪
を

下
ろ
す

❹ 

下
ろ
さ
れ
た
雪
は
ロ
ー
タ
リ
ー
車

に
よ
っ
て
会
場
へ
と
飛
ば
さ
れ
る

雪
ま
つ
り
で
は
、
雪
で
造
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
多
く
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
（
写

真
提
供=

十
日
町
市
企
画
政
策
課
）

③ 

生
活
道
路
か
ら
発
生
し
た
雪
の
置
き
場

に
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で
雪
が
積
ま
れ
る

④ 

積
ん
で
き
た
雪
は
河
原
な
ど
の
雪

捨
て
場
に
運
ば
れ
る

① 

歩
道
に
積
も
っ
た
雪
を
小
型
除
雪

機
で
路
肩
に
寄
せ
る

❶ 

雪
の
搬
出
地
と
な
っ
た
十
日
町
市

総
合
公
園
に
ロ
ー
タ
リ
ー
車
が
到

着
。
積
雪
は
１
㍍
強

②

❷

❸

❹

④

①

❶③

　

雪
が
積
も
る
と
︑
安
全
で
円
滑
な
道
路

交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
︑
除
雪
作
業
が

実
施
さ
れ
る
︒
除
雪
作
業
が
滞
っ
て
し
ま
う

と
︑
道
路
交
通
の
み
な
ら
ず
住
民
の
日
常

生
活
に
と
っ
て
も
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
し

ま
う
た
め
︑
安
全
で
素
早
い
作
業
の
実
施

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

今
回
は
︑
新
潟
県
中
越
地
方
の
内
陸
部
︑

有
数
の
豪
雪
地
帯
と
し
て
も
知
ら
れ
る
十

日
町
市
に
本
社
を
構
え
る
株
式
会
社
村
山

興
業
（
村
山
広
幸
代
表
取
締
役
）
を
訪
ね
︑

同
社
に
お
け
る
除
雪
作
業
を
追
っ
た
︒

雪
輸
送
を
通
じ「
雪
ま
つ
り
」に
も
協
力

「
除
雪
」と「
排
雪
」で
雪
か
ら
街
を
守
る

新
潟
県
十
日
町
市
　
株
式
会
社
村
山
興
業

雪輸送第20回第20回

お も し ろ 輸 送
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